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改
組
転
換
後
の
薬
学
科
は
、

医
療
薬
学
を
中
心
に
臨
床
現
場

で
活
躍
で
き
る
薬
剤
師
を
養
成

す
る
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
研

究
心
に
あ
ふ
れ
る
高
度
な
薬
剤

師
の
養
成
」
を
目
指
し
ま
す
。

一
方
、
創
薬
生
命
科
学
科
は
、

創
薬
科
学
・
生
命
科
学
を
学
ぶ

こ
と
で
創
薬
関
連
の
技
術
者
や

研
究
者
を
育
成
す
る
「
先
端
医

療
を
支
え
る
薬
学
研
究
者
の
育

成
」
が
目
的
で
す
。
さ
ら
に
大

学
院
修
士
課
程
へ
進
学
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
高
度
な
研
究
者
・

技
術
者
を
目
指
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
創
薬
生
命
科
学
科
は

学
部
・
大
学
院
で
薬
剤
師
国
家

試
験
の
受
験
に
必
要
な
単
位
の

全
て
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
平
成
二
十
九
年
度

ま
で
の
入
学
者
に
限
り
、
大
学

院
修
了
後
に
一
定
期
間
内
に
実

務
実
習
を
含
む
所
定
の
単
位
を

取
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
受
験

資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
基
本
理
念
に
基
づ

い
て
、
両
学
科
は
緊
密
な
連
携

を
保
ち
な
が
ら
有
能
な
薬
剤
師

と
創
薬
関
連
研
究
者
・
技
術
者

を
育
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
薬

学
に
対
す
る
社
会
か
ら
の
期
待

と
要
請
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
現
在
薬
学
部
に
在
籍

し
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
こ
の
制

度
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

従
来
ど
お
り
に
薬
剤
師
国
家
試

験
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
の
第
一
弾
「
巡
回
講
演

会
」
が
六
月
四
日
、
全
国
に
先

駆
け
て
、
宮
城
県
（
一
般
公
開
）

及
び
青
森
県
（
父
母
懇
談
会
）

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
正
時
代
に
東
京
理
科
大
学

の
前
身
、
東
京
物
理
学
校
教
員

の
小
倉
金
之
助
等
が
『
理
学

の
普
及
』
と
い
う
建
学
の
精
神

に
基
づ
き
、
全
国
各
地
を
巡
回

し
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
伝
統
を
継
承
し
、
「
二
十
一

世
紀
型
科
学
へ
の
誘
い
ざ
ない
」
と
銘

打
っ
た
本
巡
回
講
演
会
で
は
、

本
学
の
現
役
教
員
が
、
各
自
の

出
身
地
や
ゆ
か
り
の
あ
る
都
道

府
県
を
訪
ね
、
本
学
の
二
十
一

世
紀
に
向
け
た
教
育
・
研
究
の

意
気
込
み
や
講
師
各
自
の
研
究

成
果
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
。

こ
う
よ
う
会
（
父
母
会
）
の

全
面
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き

全
国
二
十
八
ヵ
所
で
開
催
し
、

札
幌
、
宮
城
、
愛
知
、
大
阪
、

福
岡
の
五
都
市
は
一
般
公
開
と

し
、
ど
な
た
で
も
ご
来
場
い
た

だ
け
ま
す
。
講
演
会
終
了
後
に

は
進
学
相
談
会
も
開
催
し
ま

す
。
す
で
に
開
催
さ
れ
た
宮
城

県
で
は
、
こ
う
よ
う
会
宮
城
支

部
、
本
学
卒
業
生
、
高
校
生
、

一
般
と
様
々
な
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
終
了
後
に
は
活
発
な

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
等
大
変

な
好
評
を
得
ま
し
た
。

ご
来
場
の
方
に
は
、
百
二
十

五
周
年
記
念
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
＝
別

項
参
照
＝
の
記
念
品
を
差
し
上

げ
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

※
８
面
に
ご
案
内
Ｐ
Ｒ
誌
か
ら

こ
の
時
期
、

研
究
室
に
歓
声

が
上
が
る
た
び

に
学
生
の
就
職

先
が
決
ま
っ
て

い
く
。
幸
い
に

も
今
年
の
求
人

は
こ
こ
数
年
の
内
で
一
番
多
く
、

梅
雨
に
入
る
頃
に
は
研
究
室
も

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
。
内

心
は
早
く
研
究
活
動
に
も
ど
っ

て
く
れ
と
思
い
な
が
ら
も
、
就

職
が
決
ま
っ
た
後
の
学
生
の
晴

れ
や
か
な
顔
を
見
る
の
は
嬉
し

い
も
の
で
あ
る
。
よ
く
ぞ
良
い

所
を
見
抜
い
て
く
れ
た
と
、
育

て
親
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
。

▼
例
年
、
就
職
活
動
を
前
に
し

て
自
分
に
出
来
る
仕
事
は
何
な

の
か
、
何
の
仕
事
が
向
い
て
い

る
の
か
と
悩
む
学
生
が
い
る
。

小
さ
い
頃
か
ら
他
人
と
違
う
こ

と
を
強
い
ら
れ
、
懸
命
に
自
分

の
個
性
を
探
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
有
り
の
ま
ま
の
自
分

で
は
だ
め
だ
と
思
い
込
み
、
働

く
気
力
も
失
っ
て
し
ま
う
。
▼

自
分
の
個
性
や
働
く
意
味
を
思

い
悩
む
前
に
ど
う
い
う
自
分
な

ら
素
敵
な
の
か
、
な
り
た
い
自

分
の
姿
を
想
像
し
て
み
た
ら
良

い
と
思
う
。
そ
れ
は
社
会
の
中

で
ど
う
い
う
役
割
を
演
じ
た
い

の
か
、
自
分
な
り
に
人
生
の
テ

ー
マ
を
決
め
る
こ
と
に
他
な
ら

な
い
。
な
り
た
い
自
分
に
向
か

っ
て
頑
張
っ
て
み
る
。
就
職
と

は
そ
の
た
め
の
手
段
の
一
つ
で

あ
る
。
▼
個
性
は
自
分
が
歩
ん

で
き
た
軌
跡
に
し
か
見
つ
け
ら

れ
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
自

分
は
ま
だ
何
者
で
も
な
い
と
い

う
認
識
を
持
っ
た
上
で
、
ど
ん

な
役
割
も
演
じ
ら
れ
る
と
い
う

自
分
に
対
す
る
自
信
。
大
学
は

知
識
の
ア
ー
カ
イ
ブ
で
あ
る
と

同
時
に
先
端
研
究
を
リ
ー
ド
し

て
い
る
。
大
学
で
の
講
義
や
研

究
を
通
し
て
、
学
生
が
自
分
の

未
来
の
姿
を
想
像
す
る
力
を
育

て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
Ｈ
・
Ｉ
・
Ｆ)

（年４回発行）�

２
面

初
の
特
許
ラ
イ
セ
ン
ス
・
著
作
権
譲
渡
契
約
成
立

３
面

文
科
省
科
学
研
究
費
補
助
金
／
平
成
16
年
度
決
算

４
面

理
窓
会
だ
よ
り
／
Ｏ
Ｂ
ヨ
ッ
ト
Ｖ
／
寄
付
者
芳
名

５
面

山
口
・
諏
訪
東
京
理
科
大
学
ニ
ュ
ー
ス

６
面

中
国
・
西
北
工
大
と
協
定
／
公
務
員
Ⅰ
種
合
格
者

７
面
「
理
大
・
人
」／
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
初
挑
戦
ほ
か

８
面
　
創
立
125
周
年
記
念
巡
回
講
演
会
Ｐ
Ｒ
／
募
集
要
項

大
勢
の
聴
衆
が
詰
め
か
け
た
仙
台
会
場

平
成
十
六
年
五
月
に
施
行
さ
れ
た
学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
り
、
大

学
の
薬
学
教
育
制
度
と
薬
剤
師
国
家
試
験
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
本
学
薬
学
部
は
来
年
四
月
、
六
年
制
の
薬
学
科
と
四
年
制
の

創
薬
生
命
科
学
科
に
改
組
転
換
し
ま
す
（
今
月
末
認
可
申
請
予
定
）
。

こ
の
制
度
は
、
薬
剤
師
養
成
の
た
め
の
薬
学
教
育
が
六
年
制
に
な
り
、

そ
の
学
部
・
学
科
の
卒
業
者
に
薬
剤
師
国
家
試
験
の
受
験
資
格
が
与
え

ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
、
来
年
四
月
の
新
入
生
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

２
学
科
に
改
組
し

来
年
度
ス
タ
ー
ト
ー認可申請ー

（
６
年
）

（
４
年
）

薬
学
科（
６
年
）と
創
薬
生
命
科
学
科（
４
年
）

◇　創立125周年記念　巡回講演会　日程　◇
６月４日（土）

７月２日（土）

７月17日（日）

７月23日（土）

７月30日（土）

ホテルサンルート仙台（宮城）

チサンホテル新大阪（大阪）

名古屋国際ホテル（愛知）

福岡ガーデンパレス（福岡）

札幌グランドホテル（北海道）

【講演会】
10時30分～11時15分
（10時受付開始）
【進学相談会】
13時～16時
（12時30分受付開始）

＊ 宮城と大阪はすでに開催済み

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「坊っちゃん」です
東京理科大学創立125周年
記念イメージキャラクターに
「坊っちゃん」が決定しまし
た。夏目漱石の小説『坊っち
ゃん』で、主人公の「坊っち
ゃん」は本学の前身、東京物
理学校を卒業したことになっ
ています。大志を抱いて旅立
つ「坊っちゃん」の姿は、こ
れからの理科大生の姿でもあ
るのです。

薬学部が変わります薬学部が変わります

創立125周年記念「巡回講演会」始まる
－全国28会場で実施－
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科
学
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー

（
Ｔ
Ｌ
Ｏ
）
発
足
以
来
初
め
て

と
な
る
特
許
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契

約
が
四
月
二
十
五
日
に
本
学
と

某
機
械
メ
ー
カ
ー
と
の
間
で
締

結
さ
れ
た
。
発
明
者
は
理
工
学

部
機
械
工
学
科
の
小
川
信
夫
講

師
。「
発
明
」→

「
特
許
出
願
」

→

「
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
」
と
い

う
一
連
の
技
術
移
転
活
動
が
実

を
結
ん
だ
。
ま
た
、
五
月
二
十

三
日
に
は
基
礎
工
学
部
電
子
応

用
工
学
科
の
佐
竹
信
一
講
師
著

作
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
、
著
作
権
の
譲
渡

契
約
が
成
立
し
た
。

◆
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
▽
発
明

の
名
称
：
二
次
元
流
発
生
装
置

及
び
流
れ
分
配
装
置
▽
特
許
出

願
番
号
：
二
〇
〇
四
―
〇
三
〇

六
三
九
（
二
〇
〇
四
年
二
月
六

日
出
願
）
▽
発
明
者
：
小
川
信

夫
講
師
（
理
工
学
部
機
械
工
学

科
）
▽
発
明
の
概
要
：
サ
ン
ド

ブ
ラ
ス
ト
加
工
に
お
い
て
広
範

囲
の
精
密
表
面
加
工
を
効
率
よ

く
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
研

削
材
が
略
均
一
に
分
布
し
た
幅

広
の
噴
射
流
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
装
置
を
開
発
し
た
▽
契
約

内
容
：
通
常
実
施
権
▽
ラ
イ
セ

ン
ス
先
：
千
葉
県
下
Ａ
社
（
機

械
メ
ー
カ
ー
）
▽
利
用
分
野
：

ブ
ラ
ス
ト
加
工
装
置
▽
事
業
化

へ
の
動
き
：
具
体
的
商
品
化
に

向
け
て
試
作
品
を
作
製
中

◆
著
作
権
の
譲
渡
契
約
▽
著

作
権
：
佐
竹
信
一
講
師
（
基
礎

工
学
部
電
子
応
用
工
学
科
）
▽

譲
渡
先
：
某
大
手
光
学
機
器
メ

ー
カ
ー
▽
著
作
物
概
要
：
滞
留

時
間
制
御
に
お
け
る
デ
コ
ン
ボ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
画
像
群
の
不

明
瞭
な
部
分
を
計
算
に
よ
っ
て

除
去
す
る
技
術
）
を
高
精
度
で

行
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
本
著
作
物
は
該
メ
ー
カ
ー

か
ら
の
受
託
の
成
果
と
し
て
得

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

東
京
理
科
大
学
は
、
永
年
に

わ
た
り
本
学
の
教
育
・
研
究
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
多
く
の
功

績
を
挙
げ
ら
れ
た
島
和
久
先
生

に
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
し

た
。◇

平
成
17
年
４
月
14
日
付

島
　
和
久
先
生
　
71
歳

元
理
工
学
部
教
授
　
　
　

東
京
大
学
大
学
院
数
物
系

研
究
科
博
士
課
程
修
了

昭
和
四
十
四
年
に
着
任
以

来
、
二
十
三
年
間
に
わ
た
り
在

職
さ
れ
た
。
学
科
主
任
や
理
工

学
研
究
科
幹
事
、
学
生
部
副
部

長
、
評
議
員
な
ど
の
役
職
を
歴

任
。
専
門
は
数
理
物
理
学
で
、

数
学
理
論
（
表
現
論
）
を
厳
密

に
適
用
し
て
素
粒
子
の
存
在
予

想
の
一
翼
を
担
い
、
ま
た
表
現

論
を
用
い
て
、
常
微
分
方
程
式

論
、
作
用
素
論
の
研
究
も
し
て

い
る
。

の
研
究
発
表
が
あ
り
、
本
学
か

ら
は
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
「
先
導
的
建
築

火
災
安
全
工
学
研
究
推
進
拠
点

の
研
究
活
動
」（
総
合
研
究

所
・
若
松
孝
旺
教
授
）
と
「
色

素
増
感
太
陽
電
池
技
術
の
現
状

と
将
来
展
望
」（
工
学
部
・
荒

川
裕
則
教
授
）、
信
州
大
学
か

ら
は
、
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
先
進
フ
ァ

イ
バ
ー
工
学
研
究
教
育
拠
点
の

活
動
内
容
」
と
「
カ
ー
ボ
ン
ナ

ノ
チ
ュ
ー
ブ
の
科
学
と
技
術
〜

そ
の
革
新
性
〜
」
に
つ
い
て
発

表
が
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
調
印
式
は
新
聞

各
紙
で
も
報
道
さ
れ
、
長
野
の

テ
レ
ビ
局
も
放
映
し
た
。

2005年（平成17年） ７月７日（木）（ 2 ）

⑤

産
・
学
・
官
　

連
携
と
知
財
の
ひ
ろ
ば

産
・
学
・
官
　

連
携
と
知
財
の
ひ
ろ
ば

初の特許ライセンス契約初の特許ライセンス契約
科学技術交流センター

著作権の譲渡契約も成立

「CPhI JAPAN 2005」に出展「CPhI JAPAN 2005」に出展
－ガンとの取り組みをアピール－

科学技術交流センターは、４
月20日～22日の３日間、東京ビ
ックサイトで開催された「ＣＰ
ｈＩ　ＪＡＰＡＮ２００５」に
出展した。昨年に引き続いての
出展となった今回は「ガン征服

に向けて！～東京理科大学にお
ける研究アプローチとシーズ
～」と銘打って、本学のガン研
究を中心にバイオ関連研究の成
果を産業界に広くアピールし
た＝写真。

島
和
久
先
生
に
名
誉
教
授
称
号

島
和
久
先
生
に
名
誉
教
授
称
号

信
州
大
学
と
包
括
連
携
協
定

信
州
大
学
と
包
括
連
携
協
定

両
大
学
４
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
開
く

東
京
理
科
大
学
（
岡
村
弘
之

学
長
）
と
国
立
大
学
法
人
信
州

大
学
（
小
宮
山
淳
学
長
）
と
は
、

両
大
学
の
持
つ
優
れ
た
教
育
・

研
究
・
地
域
社
会
と
の
連
携
等

の
実
績
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
相

互
に
協
力
し
て
活
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
両
大
学
の
今
後
の

一
層
の
発
展
に
資
す
る
た
め
、

こ
の
た
び
大
学
間
包
括
連
携
協

定
を
締
結
す
る
こ
と
に
合
意
し

た
。協

定
締
結
式
は
、
六
月
二
十

四
日
に
本
学
森
戸
記
念
館
で
行

わ
れ
た
。
調
印
式
に
は
両
大
学

長
の
ほ
か
、
本
学
か
ら
石
井
忠

浩
理
事
、
二
瓶
好
正
総
合
研
究

所
長
、
信
州
大
学
か
ら
白
井
汪

芳
理
事
、
平
井
利
博
繊
維
学
部

長
を
は
じ
め
関
係
者
が
同
席
し

た
。

引
き
続
き
午
後
か
ら
記
念
講

演
会
が
開
催
さ
れ
、
両
大
学
長

の
挨
拶
後
、
来
賓
と
し
て
文
部

科
学
省
の
専
門
教
育
課
杉
野
剛

課
長
が
挨
拶
を
し
た
。

両
大
学
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
人

全
国
高
等
学
校
長
協
会
の
総

会
が
五
月
に
東
京
で
開
か
れ
る

の
に
あ
わ
せ
、
五
月
二
十
五
日

（
水
）に
神
楽
坂
校
舎
で
「
同
窓

高
等
学
校
長
懇
談
会
」
が
開
催

さ
れ
た
。

当
日
は
、
全
国
の
同
窓
高
等

学
校
長
約
百
人
の
う
ち
二
十
五

人
が
出
席
。
本
学
か
ら
は
塚
本

理
事
長
、
東
京
理
科
大
・
岡
村

学
長
、
山
口
理
科
大
・
土
谷
学

長
、
東
京
理
科
大
学
の
各
学
部

長
な
ど
の
ほ
か
、
東
京
理
科
大

学
教
育
会
関
係
者
も
同
席
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
塚
本
理
事

長
か
ら
創
立
百
二
十
五
周
年
記

念
事
業
の
進
捗
状
況
の
説
明
が

あ
り
、
岡
村
学
長
か
ら
は
数
学

教
育
研
究
所
を
設
置
し
た
こ
と

の
報
告
と
本
学
卒
業
生
の
教
員

採
用
者
拡
大
の
た
め
の
協
力
依

頼
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、
出
席

者
を
代
表
し
、
新
潟
県
立
新
潟

北
高
等
学
校
の
村
山
宥
一
校
長

か
ら
理
科
大
の
恩
師
で
あ
る
石

川
先
生
の
言
葉
を
交
え
「
目
の

前
に
い
る
生
徒
に
学
力
を
つ
け

さ
せ
、
育
て
る
こ
と
が
教
員
と

し
て
の
信
頼
に
つ
な
が
る
」
と

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
移
し
て
懇

親
会
が
行
わ
れ
、
終
始
な
ご
や

か
な
内
に
幕
を
閉
じ
た
。

江
角
　
邦
男
教
授

（
理
学
部
第
一
部
応
用
化
学

科
）
平
成
十
七
年
五
月
九
日
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
五
十
四
歳
。

同
窓
高
等
学
校
長
懇
談
会
開
く

 

今
年
度
の
文
科
省「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

薬
の
総
合
情
報
学
に
よ
る

新
し
い
薬
学
教
育
の
実
現
申　請

優
れ
た
教
育
を
実
践
し
て
い

る
大
学
を
選
定
し
て
文
部
科
学

省
が
財
政
支
援
を
行
う
平
成
十

七
年
度
の
「
特
色
あ
る
大
学
教

育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
特
色

Ｇ
Ｐ
）
に
、
本
学
か
ら
は
教
育

方
法
の
工
夫
改
善
に
関
す
る
取

り
組
み
と
し
て
「
薬
の
総
合
情

報
学
に
よ
る
新
し
い
薬
学
教
育

の
実
現
」
を
申
請
し
た
。

本
学
薬
学
部
で
は
、
Ｉ
Ｔ
化

が
進
む
薬
局
や
病
院
で
情
報
環

境
を
効
率
よ
く
利
用
で
き
る
薬

剤
師
、
創
薬
研
究
者
と
し
て
薬

剤
設
計
や
分
析
に
積
極
的
に
Ｉ

Ｔ
技
術
を
活
用
で
き
る
人
材
の

輩
出
を
目
指
し
、
ノ
ー
ト
型
パ

ソ
コ
ン
の
個
人
所
有
を
義
務
付

け
、
徹
底
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

教
育
を
展
開
し
て
お
り
、
こ
の

徹
底
教
育
の
上
に
、
バ
イ
オ
イ

ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
、
ケ
モ
イ

ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
の
学
際
を

加
え
た
薬
に
関
す
る
総
合
情
報

学
を
実
現
し
て
き
た
。
こ
の
薬

学
部
の
取
り
組
み
は
一
九
九
七

年
度
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
。
本
年
度
は
、
全
国

ま
た
、
高
度
な
専
門
職
業
能

力
を
有
す
る
人
材
の
養
成
を
推

進
す
る
「
法
科
大
学
院
等
専
門

職
大
学
院
形
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ

開
発
」
を
申
請
し
た
。

「
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
支
援
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
開
発
に
よ
り
、

実
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
の
教

の
大
学
等
か
ら
四
百
十
件
の
応

募
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
約
一
割

が
選
定
さ
れ
、
七
月
下
旬
に
結

果
が
公
表
さ
れ
る
。

ム
」
に
は
、
総
合
科
学
技
術
経

営
研
究
科
知
的
財
産
戦
略
専
攻

（
Ｍ
Ｉ
Ｐ
）
か
ら
「
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
支
援
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

育
、
実
務
を
架
橋
し
な
が
ら
の

法
理
論
等
の
学
習
を
可
能
と

し
、
Ｍ
Ｉ
Ｐ
が
狙
い
と
し
て
い

る
知
的
財
産
、
経
営
及
び
技
術

の
三
位
一
体
の
教
育
学
習
を
よ

り
一
層
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
七
月
下
旬
に
結
果

が
公
表
さ
れ
る
。

専
門
職
大
学
院
形
成
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
も
M
Ｉ
P
か
ら
申
請

21
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
　

第
７
回
セ
ミ
ナ
ー

ス
ペ
イ
ン
の
ビ
ル
火
災
　

調
査
報
告

六
月
十
七
日
十
七
時
か
ら
本

学
森
戸
記
念
館
第
１
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
お
い
て
、
本
学
と
日
本
防

火
技
術
者
協
会
の
共
催
に
よ
り

本
学
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ

グ
ラ
ム
活
動
の
一
環
で
あ
る
第

七
回
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ス
ペ
イ
ン
で

発
生
し
た
火
災
の
現
地
調
査
を

本
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
客
員
教
授
等
が
実

施
し
、
そ
の
調
査
報
告
を
中
心

と
し
た
講
演
内
容
で
あ
っ
た
。

報
告
さ
れ
た
事
例
は
、
今
年

二
月
十
二
日
に
ス
ペ
イ
ン
・
マ

ド
リ
ッ
ド
市
の
金
融
中
心
街
に

位
置
す
る
ウ
ィ
ン
ザ
ー
ビ
ル
で

発
生
し
た
火
災
で
あ
る
。
こ
の

ビ
ル
火
災
は
、
三
十
二
階
建
高

層
ビ
ル
の
二
十
一
階
で
出
火

し
、
上
階
延
焼
の
み
で
な
く
、

下
階
へ
も
延
焼
し
、
更
に
は
建

築
構
造
体
が
崩
壊
す
る
と
い
う

点
で
極
め
て
稀
な
ケ
ー
ス
で
あ

り
、
二
〇
〇
一
年
の
米
国
テ

ロ
・
Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル
崩
壊
を
彷
彿

さ
せ
る
事
例
で
も
あ
っ
た
。
講

演
で
は
、
貴
重
な
火
災
現
場
写

真
な
ど
が
示
さ
れ
、
一
般
に
も

分
か
り
易
く
建
築
物
の
被
災
状

況
や
火
災
拡
大
原
因
な
ど
の
説

明
が
行
わ
れ
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
本
学
教

員
、
学
生
を
は
じ
め
、
実
務
者

の
参
加
も
多
数
あ
り
、
会
場
に

は
空
席
が
な
い
程
の
参
加
者
が

あ
り
、
大
変
盛
況
で
あ
っ
た
。

講
演
者
と
参
加
者
の
間
で
も
、

活
発
な
質
問
や
意
見
が
交
わ
さ

れ
、
本
学
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ

活
動
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ

る
こ
と
が
出
来
る
セ
ミ
ナ
ー
で

あ
っ
た
。

島　和久先生

挨拶する村山宥一先生

信州大学との協定調印式。正面左が岡村本学学長、右が小宮山信州大学長
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一
、
資
金
収
支
計
算
書

平
成
十
六
年
度
資
金
収
入
は
、

平
成
十
六
年
度
予
算
比
（
以
下

「
予
算
比
」
と
い
う
。
）
七
億
三

五
五
八
万
円
増
の
五
一
八
億
五

二
七
二
万
円
で
あ
り
、
こ
れ
に

前
年
度
繰
越
支
払
資
金
四
四
七

億
五
六
一
七
万
円
を
加
え
て
、

収
入
の
部
合
計
は
、
九
六
六
億

八
八
九
万
円
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
資
金
支
出
は
、

予
算
比
九
三
億
七
三
九
〇
万
円

増
の
六
四
八
億
二
六
七
七
万
円

文
部
科
学
省
は
四
月
に
平
成

十
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（
以
下
「
科
研
費
」）
の
配
分
に

つ
い
て
公
表
し
た
。
科
研
費

は
、
人
文
・
社
会
科
学
か
ら
自

然
科
学
ま
で
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

わ
た
る
独
創
的
・
先
駆
的
な
研

究
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
競
争
的
研
究
資
金
で
あ

り
、
そ
の
研
究
成
果
は
、
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
は
じ
め
様
々
な
受
賞

等
、
研
究
者
の
国
内
外
で
の
研

究
業
績
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

今
年
度
は
、
一
千
八
百
八
十

億
円
（
対
前
年
度
五
十
億
円
増
）

を
計
上
し
て
お
り
、
応
募
研
究

課
題
十
一
万
八
千
百
三
十
一
件

の
中
か
ら
、
審
査
を
経
て
、
四

万
六
千
百
七
十
五
件
が
採
択
さ

れ
た
。
そ
の
う
ち
、
本
学
の
今

年
度
の
科
研
費
交
付
内
定
件
数

は
百
六
十
八
件
で
、
五
億
一
千

十
四
万
円
の
配
分
を
受
け
、
昨

年
度
と
同
程
度
で
あ
っ
た
が
、

全
国
の
私
立
大
学
中
七
番
目
の

交
付
内
定
件
数
及
び
配
分
額

（
昨
年
度
は
四
番
目
）
で
あ
っ

た
。さ

ら
な
る
研
究
活
動
を

今
後
、
東
京
理
科
大
学
が
更

な
る
採
択
件
数
や
採
択
率
を
上

げ
る
に
は
、
若
手
研
究
者
を
中

心
と
し
た
研
究
活
動
の
活
性
化

と
独
創
的
な
研
究
分
野
の
創
出

が
重
要
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
、

社
会
の
発
展
へ
の
貢
献
と
知
の

競
争
力
の
向
上
に
結
び
つ
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

さ
れ
て
い
る
。
任
期
は
一
年
以

内
。
今
年
度
の
Ｐ
Ｄ
は
別
表
の

と
お
り
十
三
人
が
内
定
し
た
。

＊

ま
た
、
平
成
十
七
年
度
の
日

本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
が

発
表
さ
れ
、
本
学
は
別
表
の
と

お
り
八
人
の
内
定
者
を
受
け
入

れ
る
。
採
用
期
間
は
二
〜
三
年

間
。「
特
別
研
究
員
」
制
度
は
、

日
本
学
術
振
興
会
が
優
れ
た
研

究
者
に
奨
励
金
を
支
給
す
る
制

度
で
、
四
月
の
採
用
後
、
国
交

私
立
大
学
や
大
学
共
同
利
用
機

関
、
国
公
立
試
験
研
究
機
関
な

ど
で
研
究
に
従
事
す
る
。

午
後
、
神
楽
坂
校
舎
１
号
館
十

七
階
記
念
講
堂
で
開
催
さ
れ

た
。
当
日
会
場
に
は
学
長
を
初

め
、
学
長
室
委
員
会
委
員
、
各

学
部
長
、
研
究
科
長
、
理
事
会

側
か
ら
幡
野
常
務
理
事
ら
が
出

席
し
た
。

こ
の
報
告
会
は
、
学
内
で
公

募
・
採
択
さ
れ
学
長
が
重
点
配

分
し
た
研
究
課
題
に
つ
い
て
の

研
究
成
果
を
学
内
に
公
開
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
昨
年
度
初

め
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
今

回
が
二
度
目
の
開
催
と
な
る
。

平
成
十
六
年
度
に
予
算
配
分
を

受
け
た
研
究
代
表
者
五
十
二
人

（
研
究
科
学
生
助
成
金
を
除
く
）

の
う
ち
、
今
回
は
別
表
の
十
五

人
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
の
成

果
に
つ
い
て
発
表
と
活
発
な
質

疑
応
答
が
あ
っ
た
。

主
催
者
代
表
の
二
瓶
好
正
理

工
学
部
教
授
（
研
究
小
委
員
会

主
査
）
か
ら
「
こ
の
報
告
会
の

当
面
の
目
的
は
研
究
の
成
果
を

広
く
学
内
に
広
め
る
こ
と
で
あ

る
が
、
大
規
模
な
経
費
で
も
あ

り
、
優
れ
た
研
究
も
多
い
こ
と

か
ら
、
今
後
は
学
外
に
も
発
信

し
、
直
接
社
会
に
よ
び
か
け
る

な
ど
し
て
益
々
発
展
し
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。

本学は昨年並みの168件本学は昨年並みの168件
平成17年度　文部科学省科学研究費補助金

平
成
16
年
度
　

決
算
報
告

平
成
16
年
度
　

決
算
報
告
学
校
法
人

東
京
理
科
大
学

平成１６年度　資金収支計算書
科　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

収
入
の
部

支
出
の
部

平成１６年度　消費収支計算書
科　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

消
費
収
入
の
部

消
費
支
出
の
部

科　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減

貸 借 対 照 表 平成１７年３月３１日

（ ）自　平成１６年４月１日
至　平成１７年３月３１日

２４,９０７,８４３,２９９
１,５７０,８５０,２３０
６０９,４０３,２７６
４,０７４,９７３,１２８
１０５,７７９,８８８
１,６１２,４９５,０００
６４８,８６４,９５７
７８４,５７４,１２７

１４,４００,０００,０００
１６,６０５,０４４,５１９
４,０３０,２８８,７７３

△１７,４９７,３９６,９８３
４４,７５６,１６７,８４７
９６,６０８,８８８,０６１
１５,５０７,０１１,１７５
７,８２３,１５９,６３１
１,８４４,２０１,１４３
７６,４９５,９５８

３,２８６,９３０,０００
２１,５６８,４９１,９０９
２,０５３,１０１,４０７
１２,３６７,２６３,２４７
１,８１８,９８８,９３７

１,５１８,８７７,８９７
３１,７８２,１２２,５５１
９６,６０８,８８８,０６１

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計
人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
〔予　備　費〕

資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支出の部合計

１０４,２７９,７０１
４２,４２７,７７０

１,１７８,５９６,７２４
１２７,１９４,８７２
２１,９３６,１１２

１,６１２,４９５,０００
１０５,２６６,９５７
１５７,７２８,８７３

０
７０７,３０３,５１９
２０,１６１,７７３
７７,４７９,９８３

７３５,５８３,２１４
２７９,４００,１７５
６８９,２９７,３６９
１００,８０６,１４３
７,２３４,０４２

０
４２２,３３４,０９１
４２,７２３,４０７

１０,６４１,６８９,２４７
１６５,８７５,９３７

０
７３７,７３２,８９７
８,６３８,３１３,２９６
７３５,５８３,２１４

２５,０１２,１２３,０００
１,６１３,２７８,０００
１,７８８,０００,０００
４,２０２,１６８,０００
１２７,７１６,０００

０
５４３,５９８,０００
９４２,３０３,０００

１４,４００,０００,０００
１５,８９７,７４１,０００
４,０１０,１２７,０００

△１７,４１９,９１７,０００
４４,７５６,１６７,８４７
９５,８７３,３０４,８４７
１５,２２７,６１１,０００
８,５１２,４５７,０００
１,７４３,３９５,０００
８３,７３０,０００

３,２８６,９３０,０００
２１,９９０,８２６,０００
２,０１０,３７８,０００
１,７２５,５７４,０００
１,６５３,１１３,０００
(３００,０００,０００)

０
７８１,１４５,０００

４０,４２０,４３５,８４７
９５,８７３,３０４,８４７

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（ ）自　平成１６年４月１日
至　平成１７年３月３１日

２４,９０７,８４３,２９９
１,５７０,８５０,２３０
７３６,７０６,１８７
４,０７４,９７３,１２８
１０４,４０２,５４４
１,５２８,２４０,２８７
６４８,８６４,９５７
７８６,５７３,５６１

３４,３５８,４５４,１９３
９,１０７,４７５,４７９
２５,２５０,９７８,７１４
１５,２７８,１１６,３２６
１２,２５３,９７８,５０４
１,９２８,９２３,９８４
７６,４９５,９５８
２３２,９１６,００１

２９,７７０,４３０,７７３
４,５１９,４５２,０５９
３,３０２,１２６,３４２
７,８２１,５７８,４０１

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計
人件費
教育研究経費
管理経費
借入金等利息
資産処分差額
〔予　備　費〕

消費支出の部合計
当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額
翌年度繰越消費支出超過額

１０４,２７９,７０１
４２,４２７,７７０

１,４０４,５８１,８１３
１２７,１９４,８７２
２３,３１３,４５６

１,５２８,２４０,２８７
１０５,２６６,９５７
１５５,７２９,４３９
２２４,０１９,８０７
１５３,９８６,４７９
３７８,００６,２８６
５０,５０５,３２６
７５０,５０２,４９６
９８,９２６,９８４
７,２３４,０４２

２３２,９１６,００１

３００,０００,０００
６７５,３８８,２２７

２５,０１２,１２３,０００
１,６１３,２７８,０００
２,１４１,２８８,０００
４,２０２,１６８,０００
１２７,７１６,０００

０
５４３,５９８,０００
９４２,３０３,０００

３４,５８２,４７４,０００
８,９５３,４８９,０００
２５,６２８,９８５,０００
１５,２２７,６１１,０００
１３,００４,４８１,０００
１,８２９,９９７,０００
８３,７３０,０００

０
(３００,０００,０００)
３００,０００,０００

３０,４４５,８１９,０００
４,８１６,８３４,０００
３,３０２,１２６,３４２
８,１１８,９６０,３４２

１０５,１０３,９２３,４２２
９１,４３７,５３７,９９３
１３,６６６,３８５,４２９
４５,８９０,８５６,６５３
１５０,９９４,７８０,０７５
５,３０５,１２６,０３４
１７,８７０,６７７,８０７
２３,１７５,８０３,８４１
１２０,８２０,１０２,５７６
８,５００,０００,０００
１００,０００,０００
１,７０１,０００,０００

１３１,１２１,１０２,５７６
３,３０２,１２６,３４２

１５０,９９４,７８０,０７５

固定資産
　　有形固定資産
　　その他の固定資産
流動資産

固定負債
流動負債

第１号基本金
第２号基本金
第３号基本金
第４号基本金

２８,５４９,５２８,８６１
１８,９４７,１２８,２９５
９,６０２,４００,５６６
１２,５２２,４５３,３７１
１６,０２７,０７５,４９０
９,６８０,７５２,３７８
１,７５８,２９９,６９２
１１,４３９,０５２,０７０
１０,１０７,４７５,４７９
１,０００,０００,０００

０
０

９,１０７,４７５,４７９
４,５１９,４５２,０５９

１６,０２７,０７５,４９０

１３３,６５３,４５２,２８３
１１０,３８４,６６６,２８８
２３,２６８,７８５,９９５
３３,３６８,４０３,２８２
１６７,０２１,８５５,５６５
１４,９８５,８７８,４１２
１９,６２８,９７７,４９９
３４,６１４,８５５,９１１
１３０,９２７,５７８,０５５
７,５００,０００,０００
１００,０００,０００
１,７０１,０００,０００

１４０,２２８,５７８,０５５
７,８２１,５７８,４０１

１６７,０２１,８５５,５６５

資産の部合計

負債の部合計

基本金の部合計
消費収支差額の部合計
負債の部、基本金の部
および消費収支差額の部合計

△
△

△
△

△
△

△

△
△
△

△

△△

△ △

△
△

△

△

△

△

△

△

△△

◇ 平成16年度本学助成研究成果報告会発表内容 ◇

奨励研究
理大教育Ａ
理大教育Ｃ
理大教育Ｃ
理大教育Ｃ

自然とともにある特別研究

特色ある教育研究
研究科共同研究
研究科共同研究
研究科共同研究
研究科共同研究
研究科特別経費（研究科分）

研究科特別経費（研究科分）

研究科特別経費（研究科分）

研究科特別経費（研究科分）

理一・化学 小野田　晃助　手
理二・数学 宮岡　悦良教　授
理一・教養 山本　芳人助教授
理一・数学 金子　　宏助教授
理工・機械 野口　昭治助教授
理工・工化 加藤　　順助　手
理工・経工 溝口　文雄教　授
工一・工化 林　雄二郎助教授
理工・建築 北村　春幸教　授
理工・工化 山下　　俊助教授
基工・生工 三浦　成敏助教授
理一・物理 本間　芳和教　授
工一・電工 半谷精一郎教　授
理工・応生 菅原二三男教　授
理工・工化 井手本　康助教授

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

研究代表者 助成金区分 研究題目
DNAワイヤー上への金属錯体の自由配列を目
指した人工タンパク質の創製

Webを用いた学力テストの開発

eラーニングシステムを使った情報処理技術者
試験対策用の教材の開発
ランダムな様相を直接見て学ぶ確率論・統計学
コンテンツ教材の配信

トライボロジー教育教材の開発

グリーンケミストリーを指向した選択的電子
線反応の開拓
GRIDコンピューティングを用いた大規模遠隔
教育システムの設計
坑腫瘍活性を有する天然物を分子プロープと
する生物化学的研究

免震建物－地盤系の多点同時地震観測計画

次世代先導的光機能分子の創製

ゲノム構造から蛋白質間相互作用ネットワーク

カーボンナノチューブの光物性と光学素子応用
の研究
スタイラスペンに署名情報を格納する新しい
生体認証システムに関する研究
医薬品副作用の遺伝子情報データベースの構
築
高機能酸化物の結晶構造、量子化学的、熱力
学的検討およびその物質設計

平
成
16
年
度「
研
究
成
果
報
告
会
」

本
学
助
成

15
氏
が
発
表
、活
発
質
疑

平
成
十
六
年
度
の
学
長
扱
重

点
配
分
予
算
に
基
づ
く
助
成
金

（
六
千
万
円
）
及
び
高
度
化
推

進
対
象
事
業
経
費
予
算
に
基
づ

く
助
成
金
（
一
億
八
千
万
円
）

に
よ
り
配
分
さ
れ
た
特
定
研
究

助
成
金
の
「
研
究
成
果
報
告
会
」

（
学
長
室
委
員
会
研
究
小
委
員

会
主
催
）
が
五
月
十
四
日
（
土
）

●　本学教員の平成１７年度科学研究費補助金応募状況　●
区　分 合　計特定領域

研　　究
基盤研究
（S）

基盤研究
（A）

基盤研究
（B）

基盤研究
（C）

萌　　芽
研　　究

若手研究
（A）

区　分 合　計特別推
進研究

特別推進
研　　究

特定領
域研究

基盤研
究（A）

基盤研
究（S）

基盤研
究（B）

基盤研
究（C）

萌 芽
研 究

若手研
究（Ａ）

若手研究
（B）

申
請
件
数
採
択
件
数
採
択
率
％

平　成
１６年度

平　成
１７年度

若手研
究（Ｂ）

新規
継続
計
新規
継続
計
新規
計

１０
０
１０
０
０
０
０
０

２
１
３
１
１
２
５０.５
６６.６

５３
８
６１
１５
８
２３
２８.３
３７.７

０
１
１
０
１
１
－
５０.０

６２
２１
８３
１２
２１
３３
１９.３
３９.７

５
０
５
０
０
０
０
０

９０
２１
１１１
２１
２２
４３
２３.３
３８.７

３９６
８７
４８３
８０
８８
１６８
２０.２
３４.７

１２５
３０
１５５
２５
３０
５５
２０.０
３５.４

４９
５
５４
６
５
１１
１２.２
２０.３

（１）
８９,７００
（１）
７９,３００

（１６）
７５,４００
（２３）
８６,２００

（１）
１４,８２０
（２）
３６,１４０

（２）
２５,２２０
（０）
０

（２５）
１２９,３００
（３３）
１５９,２００

（６０）
８０,８００
（５５）
７４,８００

（９）
１２,８００
（１１）
１７.６００

（１）
１３，０００
（０）
０

（４３）
５９,７００
（４３）
５６,９００

（１５８）
５００，７４０
（１６８）
５１０，１４０

［注］①数字は交付内定件数（カッコ内）と金額（単位：千円）／②特別推進研究、基盤研究（S）、基盤研究（Ａ）及び若手研究
（Ａ）は、間接経費を含んでいる／③表以外に、山口東京理科大学１０件１１，４００千円、諏訪東京理科大学５件８，６００千円が
内定している／④平成１７年度は内定通知に、平成１６年度は決定通知に基づく

［注］上記は文部科学省及び日本学術振興会より本学に通知のあった内定一覧をもとに作成しており、転出・辞退・転入・追加
採択者等の加除は行っていない

ポ
ス
ト
ド
ク
ト
ラ
ル
研
究
員
に
13
人

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
８
人
受
け
入
れ

平
成
十
五
年
度
か
ら
、
本
学

が
配
分
す
る
予
算
（
学
長
扱
重

点
共
通
経
費
予
算
等
）
に
よ
り

雇
用
で
き
る
本
学
独
自
の
ポ
ス

ト
ド
ク
ト
ラ
ル
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
）

採
用
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
「
本
学
に
お
け
る

先
端
的
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
、

豊
か
な
研
究
経
験
を
有
す
る
国

内
外
の
多
様
な
人
材
の
受
入
れ

の
た
め
に
、
従
来
の
外
部
資
金

等
に
よ
り
雇
用
す
る
ポ
ス
ト
ド

ク
ト
ラ
ル
研
究
員
以
外
に
、
本

学
が
配
分
す
る
予
算
に
よ
り
雇

用
す
る
ポ
ス
ド
ク
を
採
用
す

る
」
も
の
で
、
Ｐ
Ｄ
研
究
員
経

費
と
し
て
四
千
万
円
が
予
算
化

PD氏名
Jianqiang Yu

程島　真哉
丹羽美由紀
椎木　紀子
大野　良子
林　　晃之

Yu Mei
今井　貴之
水野　拓也
出口　嘉一
朴　　相俊

申　請　者
理１応化・工藤昭彦教授
理１応化・矢島博文教授
工１工化・庄野　厚講師
理 工 数・古谷賢朗教授
理工物理・尾立晋祥教授

理工応生・朽津和幸助教授

理工土木・龍岡文夫教授
経　　営・井上　洋教授
総　　研・中井浩二教授
生 命 研・後飯塚僚助教授

総　　研・若松孝旺教授

平成17年度日本学術振興会
特別研究員採用内定者一覧

平成17年度本学予算によるポス
トドクトラル研究員採用内定者

Catalin Romeo
LUCULESCU

Lalana
Kongsukprasert

◇◇

◇◇

特別研究員
内野　京介
村田　桂久
内山　幸伸
穂積　俊矢
山本　睦美
小鍋　　哲
植村　　豪
北村　光司

研究指導者
理　研・吉岡 朗教授
薬　研・小林 進教授
理工研・坂口謙吾教授
基礎工研・松野健治教授
生命研・北村大介教授
理　研・渡辺一之教授
理工研・河村 洋教授
理工研・溝口 博教授

Ｄ
Ｃ
２

Ｄ
Ｃ
１

区分

DC2：博士後期課程第2・3次／DC1：同第１年次

で
あ
っ
た
の
で
、
次
年
度
繰
越

支
払
資
金
は
予
算
比
八
六
億
三

八
三
一
万
円
減
の
三
一
七
億
八

二
一
二
万
円
と
な
り
、
支
出
の

部
合
計
は
、
九
六
六
億
八
八
九

万
円
で
あ
る
。

二
、
消
費
収
支
計
算
書

平
成
十
六
年
度
消
費
収
入
は
、

予
算
比
三
億
七
八
〇
一
万
円
減

の
二
五
二
億
五
〇
九
八
万
円
で

あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
消
費
支
出
は
、

予
算
比
六
億
七
五
三
九
万
円
減

の
二
九
七
億
七
〇
四
三
万
円
で

あ
る
。
こ
の
結
果
、
平
成
十
六

年
度
の
消
費
収
支
差
額
は
四
五

億
一
九
四
五
万
円
の
支
出
超
過

と
な
り
、
平
成
十
五
年
度
か
ら

繰
り
越
さ
れ
て
き
た
消
費
支
出

超
過
額
三
三
億
二
一
三
万
円
を

加
え
る
と
、
平
成
十
七
年
度
へ

の
繰
越
消
費
支
出
超
過
額
は
、

七
八
億
二
一
五
八
万
円
と
な
る
。

三
、
貸
借
対
照
表

平
成
十
六
年
度
末
の
資
産
の

部
合
計
は
、
前
年
度
末
比
一
六

〇
億
二
七
〇
八
万
円
増
の
一
六

七
〇
億
二
一
八
六
万
円
で
あ
る
。

ま
た
、
負
債
の
部
合
計
は
、

前
年
度
末
比
一
一
四
億
三
九
〇

五
万
円
増
の
三
四
六
億
一
四
八

六
万
円
で
あ
る
。

基
本
金
の
部
合
計
は
、
前
年

度
末
比
九
一
億
七
四
八
万
円
増

の
一
四
〇
二
億
二
八
五
八
万
円

で
あ
る
。

消
費
収
支
差
額
の
部
合
計
は
、

翌
年
度
繰
越
消
費
支
出
超
過
額

が
七
八
億
二
一
五
八
万
円
で
あ

る
。

＊
詳
細
は
本
学
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.tus.ac.jp/

info/houjin/index.htm
l

研究成果報告会で発表する林雄二郎助教授
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●
理
窓
会
の
歴
史

理
窓
会
は
東
京
物
理
学
校
お

よ
び
東
京
理
科
大
学
、
山
口
東

京
理
科
大
学
、
諏
訪
東
京
理
科

大
学
な
ど
学
校
法
人
東
京
理
科

大
学
が
設
置
す
る
学
校
の
卒
業

生
・
修
了
生
の
全
員
が
加
入
す

る
同
窓
会
組
織
で
す
。
現
在
会

員
数
は
十
五
万
人
に
達
し
て
お

り
ま
す
。

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）

に
東
京
物
理
学
校
同
窓
会
が
設

窓
か
ら
多
額
の
寄
付
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
が
東
京
理
科
大

学
同
窓
会
、
す
な
わ
ち
理
窓
会

の
原
点
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）

学
制
改
革
に
よ
り
東
京
物
理
学

移
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は

同
窓
会
が
経
営
の
主
体
で
し

た
。
そ
の
時
か
ら
同
窓
会
の
名

称
が
「
理
窓
会
」
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
よ
う
に
、
東
京
理
科
大

学
は
同
窓
と
密
接
な
結
び
つ
き

を
保
持
し
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
理
窓
会
は
皆
さ
ん
の
卒
業

後
の
大
学
と
卒
業
生
を
結
び
つ

け
る
架
け
橋
の
役
割
を
し
て
い

き
ま
す
。

＊
理
窓
会
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

http://risoukai.rikadai.jp/

【
同
窓
生
】

◇
金
弐
千
万
円

森
戸
祐
幸
様（
累
計
金
四
千
万
円
）

◇
金
参
百
万
円

森
野
　
義
男
様

（
累
計
金
壱
千
九
百
五
拾
万
円
）

◇
金
壱
百
弐
拾
五
万
円

西
嶋
　
　
均
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
五
拾
万
円

加
曽
利
厚
雄
様

杉
原
敬
治
様（
累
計
金
壱
百
万
円
）

富
田
　
英
雄
様

浜
田
　
恵
子
様

星
野
　
清
治
様

三
木
　
一
能
様

◇
金
参
拾
万
円

水
島
　
磐
男
様

◇
金
弐
拾
五
万
円

田
村
應
和
様（
累
計
金
五
拾
万
円
）

◇
金
弐
拾
参
万
円

香
取
　
俊
雄
様

◇
金
弐
拾
万
円

金
谷
　
勝
男
様

谷
　
憲
昭
様（
累
計
金
五
拾
万
円
）

三
木
　
晴
夫
様

山
成
　
喜
一
様

◇
金
壱
拾
弐
万
五
千
円

伊
藤
　
二
郎
様

◇
金
壱
拾
壱
万
円

宇
都
宮
邦
夫
様

◇
金
壱
拾
万
円

井
上
吉
靖
様（
累
計
金
参
拾
万
円
）

内
山
　
萬
壽
様

小
山
田
俊
夫
様

神
戸
良
太
郎
様

黒
川
　
純
二
様

佐
伯
　
俊
一
様

塩
原
　
茂
一
様

杉
田
七
三
郎
様

鈴
木
つ
や
子
様

竹
内
　
　
勉
様

津
久
井
正
幸
様

土
倉
　
　
保
様

富
田
　
　
忍
様

富
谷
　
　
弘
様

中
川
　
　
昭
様

増
渕
　
五
郎
様

丸
毛
　
三
郎
様

溝
口
忠
憲
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

森
尾
　
修
一
様

森
b

達
央
様

安
室
　
宗
明
様

山
内
　
幸
雄
様

山
口
幸
七
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

横
手
治
江
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

横
田
　
啓
二
様

匿
名
　
　
三
名

◇
金
八
万
円

菅
原
　
榮
蔵
様

◇
金
五
万
円

池
田
　
為
治
様

岩
本
　
富
幸
様

大
竹
　
　
誠
様

荻
原
　
通
弘
様

鍛
治
　
　
隆
様

川
上
　
信
行
様

栗
山
　
哲
也
様

栗
原
　
孝
明
様

小
久
保
正
己
様

小
杉
　
哲
男
様

小
林
　
繁
治
様

坂
田
　
茂
樹
様

鴫
原
　
雄
一
様

杉
c

和
行
様

杉
山
　
　
学
様

鈴
木
智
恵
子
様

（
累
計
金
六
万
五
千
円
）

野
地
庄
一
郎
様

畠
山
　
儀
助
様

早
川
　
雅
雄
様

樋
口
　
茂
治
様

平
岡
眞
智
子
様

福
田
　
　
昇
様

本
田
　
正
男
様

三
浦
勇
一
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

宮
　
　
太
郎
様

宮
c

辰
男
様

湯
川
　
道
夫
様

吉
本
真
兵
衛
様

（
累
計
金
壱
拾
五
万
円
）

渡
邉
　
順
之
様

渡
邊
信
一
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

匿
名
　
　
六
名

◇
金
参
万
円

大
信
　
康
知
様

柴
c

成
一
様

谷
畑
　
　
充
様

匿
名
　
　
三
名

◇
金
弐
万
円

北
村
　
哲
夫
様（
累
計
金
四
万
円
）

斎
藤
　
武
男
様

佐
藤
　
敦
子
様

竹
江
　
芳
彦
様

玉
置
　
昌
勝
様

平
塚
　
正
好
様（
累
計
金
四
万
円
）

増
木
　
為
行
様（
累
計
金
四
万
円
）

村
田
輝
彦
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
壱
万
弐
千
五
百
円

小
野
寺
利
浩
様

◇
金
壱
万
壱
千
壱
百
壱
拾
壱
円

石
原
　
　
肇
様

◇
金
壱
万
円

青
山
　
忠
明
様（
累
計
金
弐
万
円
）

油
谷
　
　
泉
様

遠
藤
　
一
郎
様

狩
野
　
克
範
様

神
長
　
直
之
様

菊
池
　
義
幸
様

小
林
　
　
博
様（
累
計
金
弐
万
円
）

近
藤
　
英
世
様

齊
藤
　
　
誓
様（
累
計
金
弐
万
円
）

須
崎
　
明
男
様（
累
計
金
弐
万
円
）

田
井
　
正
博
様（
累
計
金
参
万
円
）

b
田
耕
太
郎
様（
累
計
金
弐
万
円
）

田
島
　
英
幸
様

田
中
　
正
志
様

中
島
　
輝
夫
様

新
倉
　
孝
之
様

平
林
　
良
一
様（
累
計
金
弐
万
円
）

星
野
　
幸
也
様

正
岡
　
　
武
様

松
c

悟
様

宮
野
　
博
行
様

森
友
　
孝
治
様

守
屋
　
　
茂
様（
累
計
金
参
万
円
）

山
口
　
博
之
様

山
下
　
泰
広
様

山
田
　
篤
司
様（
累
計
金
弐
万
円
）

吉
武
正
禮
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

吉
田
　
直
哉
様

渡
辺
　
徹
也
様

匿
名
　
　
三
名

◇
金
五
千
円

中
土
井
博
信
様

【
一
般
】

◇
金
参
万
円

匿
名
　
　
一
名

【
父
母
・
保
証
人
】

◇
金
壱
拾
万
円

新
井
　
　
功
様
　
磯
部
　
雅
彦
様

井
口
　
和
明
様
　
佐
原
　
　
明
様

田
中
　
　
博
様

星
野
美
知
子
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
五
万
円

滝
上
　
好
雄
様

【
元
教
職
員
】

◇
金
壱
拾
五
万
円

小
林

一
様

◇
金
五
万
円

星
野
　
弥
一
様

【
教
職
員
】

◇
金
壱
百
万
円

阿
部
　
芳
首
様

岩
村
　
祥
彦
様

田
中
　
雅
康
様

◇
金
八
拾
五
万
円

山
田
俊
彦
様（
累
計
金
参
百
万
円
）

◇
金
五
拾
八
万
九
千
七
百
参
拾
円

馬
場
　
錬
成
様

◇
金
五
拾
万
円

尾
立
　
晋
祥
様

斉
藤
　
　
茂
様

田
沼
　
靖
一
様

寺
田
　
　
弘
様

中
西
　
久
幸
様

野
口
　
照
久
様

牧
野
　
公
子
様

◇
金
参
拾
万
円

郡
司
　
天
博
様

澤
　
　
芳
昭
様

（
累
計
金
弐
百
四
拾
万
円
）

中
井
　
　
泉
様

◇
金
弐
拾
万
円

関
根
　
　
功
様

山
下
正
様（
累
計
金
七
拾
七
万
円
）

匿
名
　
　
三
名

◇
金
壱
拾
五
万
円

磯
脇
一
男
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
壱
拾
弐
万
円

元
木
　
信
一
様

（
累
計
金
弐
拾
弐
万
円
）

◇
金
壱
拾
万
円

朝
日
　
信
夫
様

大
井
　
武
男
様

木
付
和
幸
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

樽
谷
　
修
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

古
舘
　
信
生
様

（
累
計
金
壱
拾
壱
万
円
）

星
野
　
修
様（
累
計
金
参
拾
万
円
）

匿
名
　
　
二
名

◇
金
六
万
円

菊
地
　
　
正
様（
累
計
金
八
万
円
）

◇
金
五
万
円

青
木
宏
樹
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

阿
部
　
正
彦
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
四
万
五
千
円

稲
坂
　
　
勤
様

（
累
計
金
弐
拾
七
万
五
千
円
）

◇
金
参
万
五
千
円

匿
名
　
　
一
名

◇
金
参
万
円

加
納
　
誠
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

菊
池
　
純
一
様

眞
田
　
克
典
様（
累
計
金
四
万
円
）

菅
井
　
繁
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

竹
村
　
哲
雄
様

（
累
計
金
壱
拾
壱
万
円
）

宮
本
　
岩
男
様

（
累
計
金
九
万
三
千
円
）

本
山
　
好
幸
様

（
累
計
金
壱
拾
壱
万
円
）

桃
沢
　
信
幸
様（
累
計
金
四
万
円
）

矢
島
　
博
文
様

（
累
計
金
壱
拾
壱
万
円
）

柳
田
　
昌
宏
様（
累
計
金
九
万
円
）

匿
名
　
　
四
名

◇
金
弐
万
円

浅
野
　
　
比
様

井
手
本
　
康
様

佐
々
木
有
朋
様

増
田
美
智
子
様（
累
計
金
五
万
円
）

◇
金
壱
万
五
千
円

石
渡
恵
美
子
様

（
累
計
金
参
万
五
千
円
）

岩
崎
　
　
等
様（
累
計
金
四
万
円
）

上
田
　
昌
毅
様（
累
計
金
弐
万
円
）

茅
壁
　
猛
幸
様（
累
計
金
四
万
円
）

中
村
　
一
夫
様（
累
計
金
弐
万
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
壱
万
壱
千
円

臼
井
恵
美
子
様

（
累
計
金
六
万
壱
千
円
）

◇
金
壱
万
円

赤
上
　
　
好
様

斉
藤
　
真
一
様

清
水
　
克
彦
様

谷
口
　
　
淳
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
九
千
円

白
石
　
幸
英
様

（
累
計
金
九
万
九
千
円
）

◇
金
八
千
円

天
沼
　
秀
夫
様

（
累
計
金
壱
万
五
千
円
）

◇
金
六
千
円

赤
澤
　
豊
信
様

（
累
計
金
参
万
壱
千
円
）

伊
藤
　
享
子
様

（
累
計
金
壱
万
六
千
円
）

b
橋
　
正
一
様

（
累
計
金
参
万
壱
千
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
五
千
円

平
塚
　
三
好
様

【
法
人
】

◇
金
壱
千
万
円

フ
タ
ム
ラ
化
学
株
式
会
社
様

◇
金
九
百
万
円

神
栄
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
様

◇
金
五
百
万
円

東
京
ガ
ス
株
式
会
社
様

◇
金
弐
百
万
円

双
葉
産
業
株
式
会
社
様

愛
知
株
式
会
社
様

ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
株
式

会
社
様
（
累
計
金
四
百
万
円
）

日
本
通
運
株
式
会
社
様

◇
金
壱
百
万
円

プ
ラ
ス
ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
株
式

会
社
様

鉄
道
情
報
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
様

立
川
ブ
ラ
イ
ン
ド
工
業
株
式
会
社

様株
式
会
社
野
村
総
合
研
究
所
様

東
光
株
式
会
社
様

株
式
会
社
学
生
情
報
セ
ン
タ
ー
様

旭
硝
子
ビ
ル
ウ
ォ
ー
ル
株
式
会
社

様◇
金
参
拾
万
円

株
式
会
社
ユ
ニ
オ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
様

野
田
清
掃
株
式
会
社
様

◇
金
弐
拾
万
円

有
限
会
社
大
坂
木
材
店
様

株
式
会
社
荏
原
製
作
所
様

有
限
会
社
宇
田
川
電
機
商
会
様

◇
金
壱
拾
万
円

池
田
ス
ポ
ー
ツ
様

株
式
会
社
タ
バ
タ
様

株
式
会
社
b
森
石
油
様

◇
金
五
万
円

大
晃
機
械
工
業
株
式
会
社
様

◇
金
参
万
円

株
式
会
社
ベ
ル
グ
様

【
団
体
】

◇
金
九
拾
七
万
円

理
窓
卓
球
会
（
体
育
局
卓
球
部
Ｏ

Ｂ
会
）
様

小
城
　
吉
寛
様
　
永
井
　
辰
彦
様

酒
匂
　
昭
男
様
　
小
川
　
武
男
様

金
沢
　
雄
三
様
　
西
山
　
　
守
様

有
竹
　
俊
之
様
　
谷
口
　
文
乃
様

吉
田
　
和
雄
様
　
橋
本
　
文
夫
様

石
澤
　
一
芳
様
　
手
島
　
　
茂
様

佐
田
　
　
真
様
　
坂
井
　
康
男
様

松
本
　
広
志
様
　
定
森
　
琢
磨
様

植
松
　
捷
之
様
　
伊
藤
　
良
則
様

川
島
　
　
覚
様
　
松
本
　
富
男
様

船
越
　
皎
司
様
　
秋
山
　
裕
二
様

永
田
　
英
志
様
　
桐
野
　
　
均
様

丸
山
　
裕
之
様
　
石
井
　
康
雄
様

市
村
　
洋
子
様
　
石
踊
　
　
彰
様

石
踊
　
史
子
様
　
吉
祇
　
嘉
孝
様

樋
口
　
茂
治
様
　
石
井
　
　
誠
様

佐
藤
　
茂
麿
様
　
児
玉
　
賢
司
様

小
山
　
民
生
様
　
加
藤
　
潔
子
様

蝦
名
由
紀
江
様
　
岩
下
　
　
宏
様

菅
原
　
英
秋
様
　
稲
木
　
栄
子
様

中
村
　
允
宥
様
　
大
島
　
孝
明
様

鈴
木
　
桂
三
様
　
奥
田
　
耕
也
様

成
宮

雄
様
　
石
井
　
　
靖
様

伊
東
　
　
篤
様
　
藍
沢
　
真
一
様

徳
畑
　
和
男
様
　
和
田
　
宏
三
様

小
田
桐
　
猛
様
　
谷
畑
　
　
充
様

阿
部
　
春
夫
様
　
渡
辺
　
昭
子
様

清
水
　
　
浩
様
　
岩
田
　
雄
策
様

蔵
多
　
淑
子
様
　
佐
藤
　
俊
昭
様

佐
藤
　
光
子
様
　
川
手
　
鮎
子
様

畝
高
　
　
博
様
　
真
野
謙
太
郎
様

武
馬
　
圭
一
様
　
小
島
惠
理
子
様

遠
藤
　
　
晃
様
　
大
c

剛
様

鈴
木
　
邦
彦
様
　
関
口
　
　
豊
様

小
林
香
代
子
様
　
塚
本
　
桓
世
様

吉
川
　
和
秀
様
　
藤
原
　
英
明
様

坂
井
　
　
清
様
　
畠
山
　
　
康
様

水
島
　
磐
男
様
　
津
田
　
大
弐
様

篠
c

琢
也
様
　
早
川
　
幸
雄
様

永
井
　
宏
昌
様
　
仲
田
　
　
都
様

奈
良
　
雅
子
様
　
谷
口
　
　
隆
様

曽
雌
　
峰
雄
様

◇
金
参
拾
五
万
参
千
円

理
工
・
澤
研
同
窓
会
様

澤
　
　
芳
昭
様
　
河
尾
　
　
等
様

塚
本
　
次
郎
様
　
加
藤
　
裕
史
様

中
村
　
忠
雄
様

b
瀬

雄
二
様

白
石
　
恒
之
様
　
舘
野
　
初
雄
様

今
井
　
啓
之
様
　
坂
本
　
幸
教
様

多
々
良
道
雄
様
　
中
里
　
和
市
様

日
比
野
浩
典
様
　
豊
田
　
兼
昭
様

松
永
多
佳
子
様
　
桧
山
　
達
哉
様

原
　
　
拓
也
様
　
堀
　
　
雅
之
様

浅
井
　
俊
哉
様
　
中
山
　
裕
司
様

鈴
木
　
健
弘
様
　
山
下
　
友
騎
様

吉
元
　
寛
正
様
　
長
野
　
竜
明
様

斎
藤
　
　
武
様
　
陣
鎌
　
真
一
様

都
賀
　
忠
雄
様
　
芦
田
　
　
健
様

中
村
　
彰
男
様
　
尾
鷲
　
篤
敏
様

竹
下
　
昌
宏
様
　
家
亀
　
　
寛
様

武
藤
　
彰
男
様
　
水
野
　
匡
男
様

横
内
　
隆
志
様
　
仲
野
　
正
樹
様

越
智
　
規
生
様
　
松
田
　
達
行
様

小
田
　
和
守
様
　
小
森
　
敬
介
様

今
春
　
　
徹
様
　
志
村
　
博
昭
様

吉
田
　
帝
二
様

◇
金
弐
拾
弐
万
円

工
学
部
機
械
工
学
科
原
文
雄
研
究

室
Ｏ
Ｂ
会
様

上
原
　
謙
一
様
　
他

◇
金
弐
拾
壱
万
円

21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

（
有
志
）
様

若
松
　
孝
旺
様
　
森
田
　
昌
宏
様

直
井
　
英
雄
様
　
辻
本
　
　
誠
様

大
宮
　
喜
文
様
　
松
山
　
　
賢
様

水
野
　
雅
之
様
　
抱
　
　
憲
誓
様

田
中
　
　
太
様
　
角
谷
　
三
夫
様

古
平
　
章
夫
様
　
油
野
　
健
志
様

鈴
木
　
淳
一
様
　
砂
原
　
弘
幸
様

広
田
　
正
之
様
　
山
田
　
　
茂
様

名
取
　
晶
子
様
　
平
田
　
理
栄
様

水
野
佳
世
子
様
　
田
中
　
英
夫
様

桑
名
　
秀
明
様
　
田
村
　
祐
介
様

西
村
　
俊
彦
様
　
並
木
　
榮
一
様

梨
本
　
雅
久
様
　
末
信
　
文
行
様

他
◇
金
壱
拾
六
万
円

気
象
研
究
部
Ｏ
Ｂ
有
志
様

中
村
　
幸
臣
様
　
長
谷
川
隆
司
様

井
出
　
和
子
様
　
奥
津
　
和
久
様

戎
谷
　
　
洋
様
　
児
島
　
　
紘
様

酒
井
　
　
宏
様
　
宍
戸
　
節
子
様

宮
田
　
昭
一
様
　
伊
藤
　
克
子
様

大
木
　
利
政
様
　
清
野
　
定
男
様

福
田
　
秀
夫
様
　
山
口
加
奈
子
様

斎
藤
　
絹
子
様
　
乙
部
　
弘
隆
様

◇
金
壱
拾
弐
万
五
千
円

群
馬
理
窓
倶
楽
部
様

鈴
木
つ
や
子
様
　
平
岡
眞
智
子
様

柴
宮
　
政
幸
様
　
上
原
　
宏
樹
様

貴
家
　
恒
男
様
　
星
野
　
智
子
様

浜
名
　
康
栄
様
　
谷
口
　
澄
子
様

根
井
　
雅
浩
様
　
黒
沢
由
美
子
様

◇
金
壱
拾
弐
万
円

硬
式
庭
球
部
　
昭
和
42
年
卒
（
ポ

リ
シ
ェ
ル
）
様

幡
野
千
丕
子
様
　
阿
内
　
傅
子
様

上
田
　
靖
三
様
　
熊
谷
　
宏
子
様

近
藤
　
宗
成
様
　
佐
伯
　
龍
三
様

城
石
　
　
毅
様
　
鈴
木
　
清
之
様

辻
山
　
志
郎
様
　
初
鹿
野
恵
一
様

宮
崎
　
　
亮
様
　
矢
野
　
文
雄
様

理
窓
企
業
人
会
周
年
募
金
（
’05
年

会
員
一
同
）
様

森
野
　
義
男
様
　
鈴
木
　
一
永
様

◇
金
壱
拾
万
円

化
学
工
学
第
一
研
究
室
同
窓
会
様

柴
崎
　
和
夫
様
　
他

東
京
理
科
大
学
拳
龍
会
様

東
京
理
科
大
学
Ⅰ
部
体
育
局
洋
弓

部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
様

◇
金
九
万
四
千
円

理
庭
会（
硬
式
庭
球
部
Ｏ
Ｂ
会
）様

幡
野
　
　
純
様
　
川
本
　
裕
之
様

佐
伯
ひ
ろ
み
様
　
山
田
　
良
一
様

黒
田
　
善
夫
様
　
若
島
　
喜
昭
様

加
藤
　
洋
一
様
　
庄
村
　
　
健
様

曽
我
　
恵
一
様
　
福
田
　
　
豊
様

冨
田
　
　
弘
様
　
田
口
　
欽
也
様

松
野
　
正
子
様
　
溝
口
　
忠
憲
様

河
原
　
安
賢
様
　
舩
津
由
起
子
様

◇
金
四
万
参
千
円

東
京
理
科
大
学
Ⅰ
部
体
育
局
野
田

合
気
道
部
様

小
寺
　
啓
文
様
　
加
藤
　
忠
佑
様

小
林
　
大
悟
様
　
菅
生
堅
太
郎
様

内
藤
　
一
彦
様
　
久
保
内
祐
馬
様

関
屋
　
英
明
様
　
井
上
　
観
大
様

菱
沼
　
　
悠
様
　
結
城
　
り
さ
様

藤
堂
　
公
浩
様
　
菅
澤
　
匡
倫
様

武
藤
　
圭
亮
様
　
内
山
　
絵
美
様

深
澤
　
　
悠
様
　
新
井
　
和
行
様

石
森
　
敏
也
様
　
市
川
　
遼
平
様

今
井
　
能
孝
様
　
小
林
　
和
真
様

河
原
崎
朋
子
様
　
竹
内
　
一
成
様

徳
田
　
　
真
様
　
服
部
　
功
三
様

元
井
崇
太
郎
様
　
竹
山
　
浩
史
様

野
島
　
治
輝
様
　
畑
山
　
　
弘
様

本
田
　
育
大
様
　
広
末
　
忠
之
様

今
井
　
弘
光
様
　
築
澤
　
　
大
様

藤
田
　
真
幸
様
　
小
林
ち
ひ
ろ
様

◇
金
参
万
参
千
円

理
学
部
数
学
科
平
成
元
年
卒
業
山

田
研
ク
ラ
ス
会
様

青
木
　
尚
巳
様
　
飯
田
　
洋
市
様

市
村
　
恭
子
様
　
大
塚
　
圭
三
様

栗
田
　
卓
也
様
　
佐
藤
　
　
新
様

田
中
　
深
雪
様
　
増
田
　
直
子
様

矢
野
　
　
淳
様
　
山
本
　
真
史
様

渡
辺
　
　
聡
様
　
山
田
　
俊
彦
様

◇
金
弐
万
円

東
京
理
科
大
学
理
工
学
部
機
械
工

学
科
昭
和
47
年
卒
業
ク
ラ
ス
会
様

杉
崎
　
憲
夫
様
　
菊
池
　
英
夫
様

青
山
　
　
秀
様
　
山
本
　
英
俊
様

高
島
　
義
典
様
　
丹
羽
　
博
則
様

岩
佐
　
基
祥
様
　
橘
　
　
修
一
様

田
村
　
重
樹
様
　
長
谷
川
　
浩
様

圓
谷
　
久
雄
様
　
吉
田
　
信
昭
様

吉
田
　
和
平
様
　
小
野
寺
信
夫
様

大
津
　
良
春
様
　
神
代
　
光
人
様

池
田
　
勇
次
様
　
前
澤
　
孝
一
様

徳
　
　
　
寛
様
　
豊
田
　
洋
一
様

理
窓
ス
マ
ッ
シ
ュ
会
様

◇
金
壱
万
六
千
円

幡
野
・
古
江
研
卒
業
生
の
会
様

小
野
田
伸
行
様
　
天
川
　
　
希
様

【
現
物
寄
付
】

森
野
　
　
茂
様

土
地
４
９
９
７
・
１
５
㎡

家
屋
　
　
９
０
・
７
２
㎡

森
野
　
　
晴
様

家
屋
　
１
７
６
・
７
０
㎡

○
入
金
額

﹇
個
人
﹈

四
千
八
百
七
拾
参
万

参
百
四
拾
壱
円

（
二
百
十
九
名
）

﹇
法
人
﹈

四
千
五
拾
八
万
円

（
二
十
四
社
）

﹇
団
体
﹈

弐
百
八
拾
万
四
千
円

（
十
七
団
体
）

○
寄
付
総
額

（
二
〇
〇
三
年
十
一
月
一
日
〜
二

〇
〇
五
年
四
月
三
十
日
）

﹇
個
人
﹈

弐
億
九
千
参
百
五
拾

四
万
壱
千
壱
百
八
拾
壱
円

（
千
五
百
三
十
名
）

﹇
法
人
﹈
壱
億
壱
千
四
拾
参
万
円

（
八
十
七
社
）

﹇
団
体
﹈

四
百
参
拾
万
参
千
円

（
二
十
八
団
体
）
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理理

窓窓

会会
だ
よ
り

立
さ
れ
、
創
立
二
十
五
周
年

（
明
治
三
十
九
年
）
に
は
、
神

楽
坂
校
舎
の
新
築
、
つ
い
で
大

正
五
年
、
専
門
学
校
に
昇
格
す

る
際
の
基
金
、
な
ど
と
し
て
同

校
か
ら
新
制
大
学
の
東
京
理
科

大
学
と
な
り
、
そ
の
経
営
は
学

校
法
人
東
京
物
理
学
園
（
昭
和

六
十
三
年
四
月
に
学
校
法
人
東

京
理
科
大
学
と
名
称
変
更
）
に

伝
統
116
年
…
会
員
15
万
人

大
学
と
密
接
な
結
び
つ
き

六
月
四
、
五
日
、
長
野
県
諏

訪
湖
で
「
第
十
九
回
十
大
学
Ｏ

Ｂ
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
対
校
レ
ー

ス
」
が
、
長
野
県
諏
訪
市
、
長

野
県
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
な
ど
の

後
援
を
得
て
開
催
さ
れ
、
理
窓

ヨ
ッ
ト
倶
楽
部
が
総
合
優
勝
、

初
参
加
の
女
子
も
優
勝
の
栄
冠

「
理
窓
ヨ
ッ
ト
」
ア
ベ
ッ
ク
VV

理
窓
ヨ
ッ
ト
倶
楽
部
会
長

加
藤
　
　
博

（
昭
和
45
・
工
学
部
卒
）

10大学ＯＢ
対校レース

を
獲
得
し
た
。

今
年
は
慶
應
義
塾
大
学
、
横

浜
国
立
大
学
、
関
東
学
院
大

学
、
明
治
大
学
、
中
央
大
学
、

法
政
大
学
、
立
教
大
学
、
日
本

大
学
、
東
京
大
学
、
横
浜
市
立

大
学
、
東
京
海
洋
大
学
、
成
蹊

大
学
、
千
葉
大
学
、
東
京
理
科

大
学
、
十
四
校
か
ら
百
三
十
二

名
の
Ｏ
Ｂ
が
参
加
し
た
。
参
加

者
の
中
に
は
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
も
お
り
、
昔
と
っ
た
杵
柄

な
ら
ぬ
舵
を
操
り
、
衰
え
た
体

力
を
舌
戦
で
カ
バ
ー
し
、
各
々

が
学
生
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
て
毎
年
熱
戦
を
繰
り
広
げ

て
い
る
。

競
技
は
年
齢
制
限
に
よ
る
三

種
目
（
ス
ー
パ
ー
シ
ニ
ア
、
シ

ニ
ア
、
フ
リ
ー
）
と
女
子
の
種

目
が
あ
り
、
各
校
は
貸
与
さ
れ

た
艇
を
種
目
ご
と
に
乗
り
換
え

て
競
う
。
選
手
以
外
の
者
は
護

岸
に
並
ん
で
ビ
ー
ル
な
ど
を
飲

み
な
が
ら
観
戦
し
、
レ
ー
ス
艇

が
護
岸
近
く
を
通
過
す
る
時
な

ど
は
自
校
チ
ー
ム
の
順
位
に
喜

び
、
嘆
き
、
歓
声
を
あ
げ
て
応

援
も
楽
し
ん
で
い
る
。

当
倶
楽
部
に
は
七
十
歳
以
上

の
選
手
が
い
な
い
の
で
、
ス
ー

パ
ー
シ
ニ
ア
以
外
の
レ
ー
ス
に

出
場
。
昨
年
、
一
昨
年
と
準
優

勝
を
果
た
し
て
き
た
が
、
今
年

つ
い
に
若
い
Ｏ
Ｂ
の
参
加
と
活

躍
を
得
て
総
合
優
勝
を
勝
ち
取

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
女
子

の
初
参
加
初
優
勝
が
こ
れ
に
花

を
添
え
た
。
夜
は
恒
例
の
合
同

大
宴
会
が
開
か
れ
、
各
校
の
紹

介
、
エ
ー
ル
の
交
換
で
盛
り
上

が
り
交
流
を
深
め
た
。

理
窓
ヨ
ッ
ト
倶
楽
部
は
東
京

理
科
大
学
体
育
局
ヨ
ッ
ト
部
の

Ｏ
Ｂ
会
で
総
勢
三
百
人
に
及
び
、

今
年
四
十
五
周
年
を
迎
え
る
。

会
員
の
な
か
に
は
卒
業
後
三
十

年
以
上
過
ぎ
た
今
で
も
、
海
外

で
の
世
界
選
手
権
に
出
場
を
す

る
人
も
い
て
、
多
く
が
セ
ー
リ

ン
グ
を
生
涯
の
趣
味
と
し
て
楽

し
ん
で
い
る
。

フリー種目シングルハンダークラスで健闘した遠藤龍太郎

選手（平成13年度学生部長賞、MOT第一期修了）

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
　

寄
付
者
芳
名
�

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
　

寄
付
者
芳
名
�

「
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
」
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

ご
寄
付
を
た
ま
わ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
ま
す
。
今
回

は
、
二
〇
〇
五
年
二
月
一
日
〜
四
月
三
十
日
ま
で
に
お
振
込
み
い

た
だ
い
た
分
で
す
。

ご
芳
名
は
区
分
別
・
金
額
別
・
五
十
音
順
で
す
が
、
区
分
で
重

複
す
る
方
は
い
ず
れ
か
一
つ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
理
科
大
学
周
年
募
金
事
務
室
　
℡
〇
三
・
五
二
二

八
・
八
七
二
三
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
・
三
二
六
〇
・
四
三
六
三

＊e-m
ail：
125shunen@

adm
in.tus.ac.jp

＊U
R
L
:http://w

w
w
.tus.ac.jp/125/

問い合わせ先
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昨
年
三
月
に
３
号
館
一
階
の
学
生
談
話

室
一
帯
を
改
修
工
事
し
、
四
月
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
学
生
談
話
室
「
パ

ル
テ
ー
ル
」＝
写
真
＝
が
大
盛
況
で
あ
る
。

こ
の
施
設
は
、
窓
や
壁
を
で
き
る
限
り
取

り
払
い
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
に
自
然

光
を
取
り
入
れ
、
南
欧
の
イ
メ
ー
ジ
を
彷

彿
と
さ
せ
る
。
広
さ
は
こ
れ
ま
で
の
約
三

倍
。
憩
い
の
場
と
し
て
、
連
日
、
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
る
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
を
記
念
し
て
、
学
生
を
対
象
に
施
設
の

名
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
百
点
を
超
す

応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
る
審
査
の
結
果

「
パ
ル
テ
ー
ル
」
が
採
用
さ
れ
た
。

「『
パ
ル
テ
ー
ル
』
と
は
フ
ラ
ン
ス
語
で

『
花
壇
』
の
こ
と
で
、
学
生
た
ち
の
会
話

に
花
が
咲
く
よ
う
に
と
名
づ
け
ま
し
た
」

と
語
る
の
は
、
名
づ
け
親
の
諸
房
照
雄
君

（
物
質
・
環
境
工
学
科
三
年
）
。
ま
さ
に

こ
の
施
設
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
と
な
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
「
パ
ル
テ
ー
ル
」
で
大

学
生
活
を
謳
歌
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

六
月
五
日「
第
二
十
四
回
茅

野
市
こ
ど
も
ま
つ
り
」
が
、
茅

野
市
永
明
小
学
校
体
育
館
や
ち

の
地
区
セ
ン
タ
ー
等
を
会
場
と

し
て
開
催
さ
れ
、
本
学
か
ら
も

ホ
ビ
ー
部
（
本
道
慎
哉
部
長
・

機
械
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
学

科
三
年
）
が
参
加
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
次
代
の
担
い

手
で
あ
る
子
供
た
ち
に
挑
戦
や

遊
び
の
場
を
提
供
し
、
家
族
が

集
い
、
感
動
や
共
感
を
も
っ
て

過
ご
す
こ
と
を
目
的
に
、
茅
野

市
・
茅
野
市
教
育
委
員
会
が
後

援
し
て
い
る
も
の
で
、
本
学
か

ら
は
昨
年
に
引
き
続
き
二
度
目

の
参
加
。

会
場
で
は
、
鉄
道
模
型
や
手

作
り
ク
ッ
キ
ー
、
ブ
ン
ブ
ン
ご

ま
を
作
る
、
パ
ト
カ
ー
・
白
バ

イ
に
乗
ろ
う
な
ど
二
十
を
越
え

本
学
で
実
施
す
る
中
学
生
向

け
の
科
学
セ
ミ
ナ
ー
「
環
境
の

リ
サ
イ
ク
ル
か
ら
学
ぼ
う
〜
環

境
に
や
さ
し
い
サ
イ
エ
ン
ス
と

匠
（
た
く
み
）
の
世
界
へ
よ
う

こ
そ
〜
」
が
、
平
成
十
七
年
度

文
部
科
学
省
大
学
等
開
放
推
進

事
業
（
大
学
Jr.
サ
イ
エ
ン
ス
事

業
）
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
採

択
さ
れ
た
。（
採
択
件
数
二
十

件
、
応
募
総
数
二
百
八
十
三
件
）

こ
れ
は
、
文
部
科
学
省
（
委

託
先
‥
放
送
大
学
）
が
、
大
学

等
が
有
す
る
知
的
財
産
、
施
設

設
備
お
よ
び
人
材
を
活
用
し
、

子
供
た
ち
の
科
学
技
術
や
も
の

づ
く
り
へ
の
興
味
・
関
心
を
育

む
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
も

の
。
本
学
で
は
中
学
生
を
対
象

に
三
日
間
の
日
程
で
「
環
境
の

リ
サ
イ
ク
ル
」
を
テ
ー
マ
に
、

地
域
社
会
と
一
体
と
な
っ
た
体

験
型
の
環
境
学
習
を
実
施
す

る
。
主
な
内
容
と
し
て
、
大
学

で
は
最
新
の
科
学
講
義
や
実
験

実
習
、
地
域
施
設
で
は
農
業
体

験
（
ブ
ド
ウ
の
収
穫
）
や
工
芸

体
験
（
ガ
ラ
ス
の
創
作
）
等
、

遊
び
の
要
素
も
た
く
さ
ん
取
り

入
れ
た
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
な
っ
て
い
る
。

本
学
で
は
開
学
以
来
、
高
校

生
対
象
の
「
先
端
技
術
体
験
学

習
」
や
中
学
・
高
校
教
員
対
象

の
「
理
科
教
員
の
た
め
の
リ
カ

レ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
、

文
部
科
学
省
の
サ
イ
エ
ン
ス
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｐ
）
に
毎
年
採
択

さ
れ
て
い
る
が
、
中
学
生
向
け

企
画
は
初
め
て
。
こ
れ
に
よ
り

中
学
か
ら
教
員
ま
で
の
幅
広
い

年
齢
層
の
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
が

実
現
し
、
本
学
の
目
標
の
一
つ

で
あ
る
生
涯
学
習
の
全
学
的
機

関
化
に
よ
り
一
歩
近
づ
い
た
と

言
え
る
。

テ
ィ
ン
グ
部
の
部
員
六
人
が
出

場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
好
成
績
を
収

め
、
60
kg
級
で
は
物
質
・
環
境

工
学
科
四
年
の
平
野
友
宏
君
が

五
位
に
入
賞
し
た
（
入
賞
は
六

位
以
内
）
。

全
国
の
地
区
大
会
の
上
位
二

位
ま
で
の
入
賞
者
や
標
準
記
録

を
突
破
し
た
強
豪
た
ち
が
一
堂

に
会
し
、
学
生
日
本
一
を
賭
け
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
が
、

本
学
部
員
た
ち
は
、
九
州
地
区

代
表
と
し
て
、
自
分
た
ち
の
持

て
る
力
を
発
揮
し
、
ほ
ぼ
全
員

が
自
己
記
録
を
更
新
し
た
。
阪

南
大
学
、
国
際
武
道
大
学
、
岡

山
大
学
、
東
京
農
業
大
学
、
首

都
大
学
等
、
学
生
数
の
多
い
大

学
が
上
位
を
占
め
、
現
時
点
で

は
、
優
勝
ラ
イ
ン
に
は
ま
だ
ま

だ
及
ば
な
い
も
の
の
、
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
と
も
十
分
に
渡
り
合
え

る
可
能
性
が
見
え
て
き
た
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
練
習
に
励
み
、

来
年
も
全
国
大
会
で
上
位
入
賞

を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

山
口
東
京
理
科
大
学�
山
口
東
京
理
科
大
学�

NewsNews
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山
口
県
山
陽
小
野
田
市
大
学
通
一
ー
一
ー
一�
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「パルテール」が大盛況「パルテール」が大盛況
リニューアル学生談話室

父母懇談会開催のお知らせ

父母懇談会を、今年も別表のとおり開
催いたします。懇談会では、大学の現状
報告、学生の修学や進路状況などについ
て説明するほか、ご子女の勉学、生活、
進路等に関し相談をご希望される方には、
本学教員が個別に皆さまのご相談にお応
えいたします。9月上旬頃ご案内をお送
りしますので、ぜひご参加ください。

福岡会場 博多パークホテル10月29日（土）
三井ガーデンホテル広島10月30日（日）
山口東京理科大学11月19日（土）

会場 期　日 場　所

広島会場
山口会場

本
学
の
中
学
生
向
け
セ
ミ
ナ
ー
が

文
科
省
の
モ
デ
ル
事
業
に
採
択

恒例　オープンキャンパス　開催します恒例　オープンキャンパス　開催します
～高校生の皆さん、お気軽にご参加ください～

◇キャンパス見学（参加自由）
　開催時間　11：00～16：00
　　　＜実施内容＞
① 研究室紹介
② 模擬授業
③ コンピュータ体験
④ インターネットコーナー
⑤ 先パイと語ろう！
⑥ なんでも相談コーナー
⑦ 学食体験
⑧ キャンパスツアー
⑨ スタンプラリー

◇先端技術体験学習（予約制）
　開催時間　11：00～12：30
　　　＜体験学習テーマ＞
① 特殊相対性理論を見てみよう
② コンピュータはどのように
　 計算するの？
③ JavaApplet作成
④ DNAを分離・分析してみよう
⑤ 半導体って何だろう？
⑥ 光を調べてみよう
⑦ 環境に優しい光エネルギー
　 変換

＊開催日：７月31日（日）（　　　　　　　）２回目：10月２日
３回目：12月10日

＜お問い合わせ先：　0836-88-3500＞E-mail　ygakumu@admin.tus.ac.jp

第
三
十
二
回
全
日
本
学
生
パ

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大

会
が
五
月
二
十
九
日（
日
）に
阪

南
大
学
（
大
阪
府
松
原
市
）
で

開
催
さ
れ
、
本
学
パ
ワ
ー
リ
フ

第32回全日本学生パワーリ
フティング選手権大会記録

末吉礼治60kg　級 －物質・環境
工学科３年

平野友宏60kg　級 ５位物質・環境
工学科４年

鈴木康司75kg　級 10位電子・情報
工学科４年

濱　大輔82.5kg級 ８位物質・環境
工学科２年

白旗勇輝100kg超級 ７位物質・環境
工学科３年

清水雄一67.5kg級 10位物質・環境
工学科４年

60
㎏
５
位
の
平
野
友
宏
君

全
日
本
学
生
選
手
権
で
善
戦

九
州
代
表
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
６
人

諏
訪
東
京
理
科
大
学�

諏
訪
東
京
理
科
大
学�

NewsNews
〒391-0292

長
野
県
茅
野
市
豊
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子供たちで盛りあがった「バーチャルレーシング」

地元の子らと科学交流
茅野市こどもまつりに参加

る
催
し
物
が
行
わ
れ
、
本
学
ホ

ビ
ー
部
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
レ
ー

シ
ン
グ
、
水
笛
づ
く
り
、
ス
ラ

イ
ム
作
り
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
幼
稚
園
児
か
ら
小

学
生
ま
で
の
親
子
連
れ
等
、
千

八
百
人
を
越
え
る
来
場
者
で
、

会
場
は
熱
気
に
満
ち
溢
れ
て
い

た
。
ホ
ビ
ー
部
ブ
ー
ス
に
は
、

百
人
を
越
え
る
子
供
た
ち
が
訪

れ
、
実
験
や
レ
ー
ス
に
夢
中
に

な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
今
回
初

参
加
と
な
っ
た
同
部
一
年
生
部

員
は
、
小
学
生
か
ら
の
「
ど
う

や
る
の
？
」「
次
は
？
」
と
の

問
い
か
け
に
汗
だ
く
に
な
っ
て

対
応
に
追
わ
れ
た
。

今
回
は
二
回
目
の
参
加
で
あ

っ
た
が
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学

づ
く
り
を
目
指
す
本
学
と
し
て

も
、
祭
り
を
大
い
に
盛
り
上
げ

る
の
に
一
役
を
か
う
こ
と
が
で

き
た
一
日
と
な
っ
た
。

280人参加、スポーツ大会
本
学
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
主

催
・
諏
訪
東
京
理
科
大
学
ク
ラ

ブ
部
長
会
、
白
井
卓
馬
部
長
会

会
長
、
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科

三
年
）
が
五
月
二
十
一
日
、
本

学
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ア
リ
ー
ナ

等
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
約
二
百
八
十
人
、
七
十

チ
ー
ム
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
、

晴
天
の
下
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
た
。
開
催
種
目
は
ミ
ニ
サ
ッ

カ
ー
＝
写
真
、
テ
ニ
ス
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
五
つ
。
ゼ
ミ
や
気

の
合
う
仲
間
と
の
参
加
で
友
人

と
の
交
流
を
深
め
て
い
た
。

本
学
の
新
入
生
歓
迎
会
（
主

催
・
諏
訪
東
京
理
科
大
学
ク
ラ

ブ
部
長
会
、
白
井
卓
馬
部
長
会

会
長
、
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科

三
年
）
が
四
月
十
六
日
、
大
ア

リ
ー
ナ
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ

た
。
新
入
生
は
各
学
生
団
体
等

が
用
意
し
た
ブ
ー
ス
で
課
外
活

動
の
説
明
を
受
け
た
後
、
目
当

て
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
て
熱
心
に

先
輩
の
説
明
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。会

場
に
は
ス
テ
ー
ジ
発
表
や

た
こ
焼
き
の
露
店
な
ど
も
あ

り
、
大
い
に
盛
り
あ
が
っ
た
。

平成16年度 学業
成績優秀者表彰 ◆◆

青嶌　剛嗣
功刀　裕之
村田　浩士
原山　直樹
本部　　諒
柳澤　弘章
相良　　嵩
瀬戸　健二
銭坂啓太郎

神戸　　努
坂本　頼昭
牧野内玲子
篠崎　拓大
藤田　峻平
渡辺　幸治
浅賀　光雄
塩入　公彰
藤永　彰泰

片山　慈子
北原　良一
横山　真大
栗山　裕之
小林　　豊
竹上亜希子
伊藤　春奈
西澤　宗祐
森村　晃大

４年
４年
４年
３年
３年
３年
２年
２年
２年

４年
４年
４年
３年
３年
３年
２年
２年
２年

４年
４年
４年
３年
３年
３年
２年
２年
２年

電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科

経
営
情
報
学
科

機
械
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
科

平
成
16
年
度
学
業
成
績
優
秀
者
表
彰

平
成
十
六
年
度
の

学
業
成
績
優
秀
者
表

彰
式
が
、
五
月
十
三

日
に
行
わ
れ
た
＝
写

真
。
こ
れ
は
、
学
生

生
活
の
充
実
と
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
昨
年
よ
り

実
施
さ
れ
て
い
る
。

式
に
は
各
学
科
推
薦

の
二
〜
四
年
生
ま
で

の
各
三
人
ず
つ
、
合

計
二
十
七
人
が
出
席

し
、
重
倉
学
長
か
ら

表
彰
状
及
び
副
賞
が

贈
呈
さ
れ
た
。

新入生歓迎会盛りあがる

課外活動の説明を聞く新入生
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●
戦
後
の
改
革

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）

四
月
、
東
京
物
理
学
校
は
学
制

改
革
に
よ
り
東
京
理
科
大
学
に

な
っ
た
。
初
代
学
長
に
Ｋ
・
Ｓ

磁
石
綱
の
発
見
に
よ
り
日
本
金

属
工
業
隆
盛
の
基
盤
を
作
っ
た

本
多
光
太
郎
先
生
を
迎
え
、
こ

こ
に
物
理
学
校
は
日
本
唯
一
の

理
科
系
単
科
大
学
と
し
て
東
京

理
科
大
学
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

新
制
大
学
の
発
足
に
伴
い
、
教

授
の
資
格
審
査
を
厳
正
に
行
い

教
員
の
資
格
基
準
を
高
く
保
っ

た
こ
と
が
、
本
学
の
資
質
向
上

に
役
立
っ
た
。

本
多
学
長
は
研
究
面
を
特
に

重
視
さ
れ
、
研
究
に
対
す
る
態

度
は
厳
格
で
あ
っ
た
。
そ
の
一

例
と
し
て
、
新
制

大
学
の
多
く
が
研

究
成
果
を
「
大
学

紀
要
」
の
形
で
発

行
す
る
の
に
対
し
、

本
学
は
論
文
全
て

を
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
の
学
会
に
お
け

る
審
査
を
経
て
発

表
さ
れ
た
も
の
に
限
定
し
、
そ

の
別
刷
を
集
め
『
東
京
理
科
大

学
研
究
論
文
集
』
と
し
て
毎
年

発
行
。
約
三
十
年
間
に
千
六
百

編
も
の
論
文
を
収
録
し
て
い

東
京
理
科
大
学
は
、
三
月
一

日
に
中
国
の
西
北
工
業
大
学
＝

写
真
＝
と
学
術
交
流
協
定
を
締

結
し
た
。
こ
の
結
果
、
本
学
の

国
際
学
術
交
流
協
定
締
結
校
は

七
月
現
在
で
計
十
六
校
と
な
っ

た
。西

北
工
業
大
学
は
一
九
五
七

年
に
設
立
さ
れ
、
学
生
数
二
万

三
千
人
の
工
科
系
有
力
大
学
で

あ
る
。
宇
宙
航
空
工
学
等
の
特

人
事
院
は
六
月
二
十
一
日
、

平
成
十
七
年
度
国
家
公
務
員
採

用
Ⅰ
種
試
験
の
最
終
合
格
者
を

発
表
し
た
。
申
込
者
数
三
万
一

一
一
二
人
（
前
年
度
三
万
三
三

八
五
人
）に
対
し
、合
格
者
数
は

一
六
七
四
人
（
同
一
七
五
六
人
）

と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

合
格
者
数
が
減
少
す
る
中
、

本
学
か
ら
は
前
年
度
比
八
人
増

の
三
十
八
人
が
合
格
し
、
三
年

連
続
で
三
十
人
の
大
台
に
達
し

た
。
大
学
別
順
位
で
は
全
大
学

中
十
二
位
、
私
立
大
学
中
四
位

で
あ
る
が
、
理
工
系
区
分
の
み

で
は
全
大
学
中
七
位
、
私
立
大

学
中
一
位
と
な
る
好
結
果
と
な

っ
た
。

本
学
で
は
次
年
度
試
験
に
向

け
て
、
各
種
支
援
行
事
を
十
月

か
ら
随
時
開
催
し
、
公
務
員
希

望
者
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
く
。
ま
た
、
就
職
資

料
室
に
は
数
多
く
の
資
料
を
揃

え
、
相
談
に
も
随
時
応
じ
て
い

る
の
で
積
極
的
に
活
用
し
て
ほ

し
い
。

二
極
化
現
象
が
進
ん
で
お
り
、

採
用
基
準
の
大
き
な
ウ
エ
イ
ト

を
占
め
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
」
の
向
上
が
不
可
欠

と
な
っ
て
い
る
。

就
職
課
で
は
学
部
三
年
生
・

修
士
一
年
生
を
対
象
に
、
今
後
、

職
業
適
性
検
査
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策

模
試
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
対

策
講
座
な
ど
の
「
就
職
試
験
対

策
模
試
・
講
座
」
を
予
定
し
て

い
る
。

学
部
三
年
生
・
大
学
院
修
士

一
年
生
を
対
象
に
し
た
「
第
一

回
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が
「
将

来
の
進
路
選
択
に
対
す
る
心
構

え
」
を
中
心
テ
ー
マ
に
し
て
、

六
月
か
ら
神
楽
坂
、
野
田
、
久

喜
校
舎
で
行
わ
れ
、
次
年
度
の

卒
業
・
修
了
時
の
進
路
選
択
に

向
け
て
キ
ャ
リ
ア
支
援
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

企
業
業
績
が
鉄
鋼
・
化
学
な

ど
の
素
材
産
業
を
中
心
に
回
復

し
、
雇
用
関
係
は
好
転
し
て
い

る
が
、
企
業
の
厳
選
採
用
は
堅

持
さ
れ
、
複
数
企
業
か
ら
内
定

を
得
ら
れ
る
学
生
と
、
内
定
が

得
ら
れ
ず
苦
戦
す
る
学
生
と
の

2005年（平成17年） ７月７日（木）（ 6 ）

中国・西北工業大学と交流協定
色
あ
る
研
究
も
行
わ
れ
て
お

り
、
二
〇
〇
四
年
度
に
は
二
千

校
に
も
及
ぶ
中
国
の
大
学
で
、

第
二
十
九
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て

い
る
。
西
北
工
業
大
学
の
あ
る

西
安
市
は
、
か
っ
て
は
長
安
と

呼
ば
れ
唐
の
都
と
し
て
、
ま
た

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
国
際
都
市
と

し
て
栄
え
た
。

西
北
工
大
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：

http://w
w
w
.nw
pu.edu.cn/

古
都
西
安
の

工
科
系
名
門

平
成
17
年
度

国
家
公
務
員
試
験

Ⅰ
種
38
人
合
格
、私
大
１
位

Ⅰ
種
38
人
合
格
、私
大
１
位

理
工
系
区
分
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　� 九 州 大 学

　� 名古屋大学

　	

一 橋 大 学

　


神 戸 大 学
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大 阪 大 学

＊�

東京工業大学

　

東京理科大学

＊�
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中 央 大 学

東京農工大学

筑 波 大 学

首都大学東京

岡 山 大 学

同志社大学

立命館大学

　
順位 大　学　名 合格

者数

平成１７年度
●国家公務員採用Ⅰ種試験●
大学別最終合格者数

＊は私立大学を表す

ま
た
「
学
内
企
業
研
究
セ
ミ

ナ
ー
」
・
「
業
界
研
究
会
」、

「
マ
ナ
ー
講
習
会
」
・
「
面
接
講

習
会
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
各
種

研
究
会
や
講
座
を
充
実
さ
せ
、

例
年
多
く
の
学
生
が
参
加
し
て
、

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

公
務
員
希
望
者
に
対
し
て

は
、
国
家
公
務
員
Ⅰ
種
、
Ⅱ
種
、

地
方
公
務
員
上
級
試
験
合
格
を

目
標
に
業
務
説
明
会
や
模
擬
試

験
等
を
実
施
。
教
員
希
望
者
に

つ
い
て
も
、
十
月
の
「
教
員
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
や
教
員
模
擬
試
験

等
各
種
指
導
を
随
時
行
っ
て
い

る
。就

職
活
動
に
対
応
し
た
キ
ャ

リ
ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
十
月

か
ら
実
施
さ
れ
る
が
、
上
記
で

紹
介
し
た
各
種
キ
ャ
リ
ア
支
援

行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

早
期
か
ら
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
に
役
立
た
せ
て
ほ
し
い
。

＊
右
の
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

多彩にキャリア支援行事多彩にキャリア支援行事
企業の�厳選�指向に備えよう

④�

豆知識�

相対論を象徴した
東京理大のバッジ

る
。昭

和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）

三
月
、
大
学
新
生
へ
の
あ
ふ
れ

る
希
望
と
消
え
ゆ
く
物
理
学
校

へ
の
感
慨
を
こ
め
て
、
東
京
物

理
学
校
最
後
の
第
百
回
卒
業
式

と
、
東
京
理
科
大
学
第
一
回
卒

業
式
を
挙
行
し
た
。

●
薬
学
部
新
設

昭
和
三
十
年
、
第
二
代
学
長

に
真
島
正
市
先

生
が
就
任
。
約

十
年
間
の
在
任

中
、
神
楽
坂
校

舎
２
号
館
か
ら

８
号
館
ま
で
が

完
成
し
、ま
た
、

薬
学
部
、
工
学

部
が
設
置
さ
れ

る
。
さ
ら
に
大

学
院
に
つ
い
て

も
、
理
・
薬
・

工
の
三
研
究
科

が
設
置
さ
れ
、

神
楽
坂
地
区
に

お
け
る
教
育
・

研
究
体
制
の
一

応
の
基
盤
整
備

が
完
成
す
る
。

真
島
学
長
は
、
我
が
国
応
用

物
理
の
創
始
者
で
あ
り
、
昭
和

三
十
四
年
か
ら
理
学
部
に
順

次
、
応
用
化
学
科
、
応
用
物
理

学
科
、
応
用
数
学
科
を
新
設
さ

れ
、
近
代
科
学
に
相
応
し
い
研

究
者
、
技
術
者
の
教
育
が
始
ま

る
。特

に
薬
学
部
の
新
設
は
、
当

時
の
理
事
会
の
積
極
的
な
推
進

に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
東
京

理
科
大
学
の
新
し
い
イ
メ
ー
ジ

作
り
の
上
で
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
。

さ
ら
に
産
業
の
め
ざ
ま
し
い

飛
躍
発
展
の
中
で
、
科
学
技
術

の
進
歩
・
技
術
革
新
に
呼
応
す

る
よ
う
に
、
本
学
に
お
い
て
も

工
学
部
設
置
の
必
要
性
が
学
内

外
か
ら
叫
ば
れ
、
昭
和
三
十
七

年
に
は
工
学
部
が
設
置
さ
れ
、

新
た
に
工
学
系
教
育
が
開
始
さ

れ
た
。

（『
東
京
理
科
大
学
百
年
略
史
』

『
東
京
理
科
大
学
八
十
年
略
誌
』

よ
り
抜
粋
・
加
筆
）

＊
次
号
は
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の

開
発

理科系単科大学の誕生理科系単科大学の誕生

東京理科大学初代
学長・本多光太郎
先生 と直筆

物理学を講義する真島学長（２号館階段教室）

’05 東京理科大学キャリア支援プログラム’05 東京理科大学キャリア支援プログラム
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神
楽
坂
学
生
サ
ー
ク
ル
「
鳥

科
（
と
り
か
）」
が
七
月
十
六

日（
土
）「
第
二
十
九
回
鳥
人
間

コ
ン
テ
ス
ト
」（
主
催
：
読
売

テ
レ
ビ
放
送
、
後
援
：
日
本
航

空
協
会
）
に
出
場
し
、
優
勝
を

目
指
す
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
自
作
人

力
飛
行
機
で
琵
琶
湖
東
岸
か
ら

の
飛
行
距
離
を
競
う
も
の
で
、

一
九
七
七
年
の
第
一
回
大
会
か

ら
毎
年
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
る
お

馴
染
み
の
大
会
だ
。

「
鳥
科
」
は
部
長
の
丸
山
謙

一
郎
君
（
工
１
機
械
二
年
）
を

は
じ
め
、
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス

の
一
、
二
年
生
ら
十
八
人
で
構

成
す
る
昨
年
発
足
し
た
ば
か
り

の
チ
ー
ム
。
制
作
、
飛
行
と

も

”初
め
て
づ
く
し
“に
も
か

か
わ
ら
ず
、
機
体
設
計
図
な
ど

の
書
類
審
査
を
見
事
通
過
し
、

本
大
会
の
出
場
権
を
得
た
。
彼

ら
が
出
場
す
る
の
は
プ
ロ
ペ
ラ

を
使
わ
な
い
滑
空
機
部
門
で
、

機
体
は
翼
幅
約
二
十
一
ｍ
、
全

長
約
七
ｍ
、
重
さ
三
十
kg
と
、

か
な
り
本
格
的
な
も
の
だ
。
パ

イ
ロ
ッ
ト
の
稲
本
悠
也
君
（
理

１
応
物
二
年
）
は
「
理
科
大
初

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
す
か
ら
、
理

科
大
（
鳥
科
）
の
技
術
力
の
高

さ
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
、

高
記
録
を
狙
い
た
い
」
と
意
気

込
み
も
熱
い
。

大
会
当
日
は
正
午
十
二
時
か

ら
競
技
開
始
。
理
科
大
初
と
な

る
「
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
」
出

場
に
期
待
が
高
ま
る
。

＊
鳥
科
Ｈ
Ｐ
で
機
体
製
作
過
程

が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.ed.kagu.tus.a

c.jp/

〜torica/index.htm
1

コ
ー
は
十
九
世
紀
半
ば
、
巨
大

な
振
り
子
を
用
い
て
初
め
て
地

球
の
自
転
を
測
る
こ
と
が
で
き

た
。
振
り
子
を
降
り
続
け
る

と
、
次
第
に
そ
の
揺
れ
が
右
回

り
に
変
化
す
る
の
は
、
地
球
が

（
北
半
球
で
は
）
左
回
り
を
し

て
い
る
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
る

ン
パ
ス
大
講
義
棟
で
「
フ
ー
コ

ー
の
振
り
子
」
の
実
験
が
行
わ

れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
物
理
学
者
フ
ー

来
年
六
月
十
四
日
の
創
立
百

二
十
五
周
年
記
念
の
プ
レ
・
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
一
年
前
に
あ

た
る
六
月
十
三
日
、
野
田
キ
ャ

と
い
う
わ
け
だ
。

実
験
は
、
理
工
学
部
土
木
工

学
科
の
辻
教
授
が
指
揮
を
と
り
、

七
階
建
て
の
大
講
義
棟
の
吹
き

抜
け
に
、
フ
ー
コ
ー
の
振
り
子

の
約
三
分
の
一
に
な
る
約
二
十

五
ｍ
の
ワ
イ
ヤ
ー
に
、
重
さ
百

kg
の
振
り
子
を
吊
る
し
た
（
写

真
中
央
）
。
五
時
間
後
に
振
り

子
は
ど
の
ぐ
ら
い
ず
れ
て
い
る

か
、
学
生
た
ち
が
予
想
す
る
ク

イ
ズ
形
式
で
実
施
さ
れ
た
。

野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
緯
度
が

北
緯
35
度
57
分
で
あ
る
た
め
、

理
論
上
は
一
時
間
に
８
・
６
度
、

五
時
間
後
に
は
約
43
度
右
に
ず

れ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
人
の
出

入
り
に
よ
る
風
の
影
響
で
実
際

に
は
60
度
ま
で
回
転
。
ク
イ
ズ

に
参
加
し
た
百
三
十
一
人
の
学
生

の
う
ち
、
正
解
し
た
七
人
に
は
辻

教
授
か
ら
賞
品
が
贈
ら
れ
た
。

な
お
こ
の
実
験
は
、
新
聞
各

紙
で
も
報
道
さ
れ
、
地
元
テ
レ

ビ
局
も
放
映
し
た
。

百
二
十
五
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
は
今
後
も
続
け
て
開
催
予
定

で
す
。
詳
細
は
本
紙
の
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

大久保式新案水回し棒㊤元祖㊦完成形

★略歴（おおくぼ・やすひろ）1930年12
月生まれ。57年東京理科大理学部化学科卒。
東洋インキ製造㈱に入社。ブルー系顔料、
プラスチックの着色など技術研究にたずさ
わる。現在、富士街道そば打ち同好会代表。
著書に『誰でも打てる十割そば』（農文協）
など。自宅は東京都練馬区光が丘。

そ
ば
は
大
好
物
だ
が
、
自
分
で
打
つ

と
な
る
と
、
難
し
く
て
で
き
っ
こ
な
い

と
、
は
な
か
ら
あ
き
ら
め
て
い
る
人
が

ほ
と
ん
ど
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
先
入
観

が
、
大
久
保
さ
ん
を
訪
問
し
て
解
消
し

た
。
大
久
保
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
生

ま
れ
た
、
生
活
の
な
か
に
あ
る
小
物
を

応
用
し
た
そ
ば
打
ち
道
具
で
、
い
と
も

簡
単
に
そ
ば
が
打
て
て
し
ま
う
の
だ
。

マ
ス
コ
ミ
が
注
目
し
『
週
刊
文
春
』
や

『
暮
ら
し
の
手
帖
』
な
ど
で
取
り
上
げ

ら
れ
、
一
冊
丸
ご
と
『
大
久
保
式
そ
ば

打
ち
術
』
と
い
う
『
別
冊
宝
島
』
も
出

て
い
る
。
む
ろ
ん
単
行
本
も
。

だ
が
、
”そ
ば
名
人
“
大
久
保
さ
ん

の
そ
ば
歴
は
、
た
っ
た
七
年
に
過
ぎ
な

い
。
六
十
歳
の
定
年
後
も
会
社
勤
め
を

し
て
六
十
七
歳
か
ら
始
め
た
。
き
っ
か

け
は
男
の
料
理
教
室
だ
っ
た
。
家
で
打

っ
た
そ
ば
を
先
生
と
生
徒
仲
間
に
あ
げ

た
ら
、
美
味
し
い
と
褒
め
て
く
れ
た
。

実
は
、
九
十
六
歳
で
死
ん
だ
父
親
の

面
倒
を
見
て
き
た
。
五
十
代
か
ら
う
ど

ん
を
パ
ス
タ
マ
シ
ン
で
作
っ
て
父
に
食

べ
さ
せ
て
い
た
。
そ
れ
に
イ
ン
キ
会
社

で
粉
体
と
液
体
な
ど
を
混
ぜ
る
技
術
畑

を
歩
い
て
き
た
人
生
が
、
定
年
後
に
粉

を
水
で
こ
ね
て
作
る
そ
ば
に
、

知
ら
ず
知
ら
ず
に
気
持
ち
が
向

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
、
大

久
保
さ
ん
は
笑
う
。

最
初
、
そ
ば
打
ち
教
室
に
足

を
運
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
水
の

量
、
こ
ね
方
な
ど
先
生
は
カ
ン

で
や
る
。
イ
メ
ー
ジ
で
は
分
か

る
が
、
な
ぜ
こ
う
な
る
と
い
う

説
明
が
な
い
。
ま
た
例
え
ば
小

麦
３
、
そ
ば
粉
７
で
計
５
０
０
グ
ラ
ム

（
五
人
分
）
の
そ
ば
を
打
つ
が
、
も
っ

と
少
な
い
量
で
で
き
た
ら
と
思
っ
た
。

そ
こ
か
ら
、
理
論
的
で
少
な
い
量
で

そ
ば
を
打
つ
大
久
保
さ
ん
の
挑
戦
が
始

ま
っ
た
。
そ
ば
で
一
番
難
し
い
の
は
水

ま
わ
し
。
そ
ば
が
つ
な
が
る
か
ど
う
か

が
こ
れ
で
決
ま
る
。
混
ぜ
る
の
に
指
を

た
て
て
や
れ
と
い
わ
れ
た
。
握
る
と
水

が
し
み
込
ま
な
い
の
だ
。
だ
が
指
を
た

て
る
の
な
ら
、
ハ
シ
で
よ
い
の
で
は
な

い
か
。
や
っ
て
み
る
と
う
ま
く
い
っ

た
。
そ
こ
で
独
自
の
ハ
シ
を
考
案
し
た
。

早
く
か
き
混
ぜ
ろ
が
常
識
だ
が
、
ゆ

っ
く
り
や
っ
て
み
る
と
、
こ
れ
も
お
い

し
い
そ
ば
に
な
っ
た
。
こ
ね
る
時
に
手

が
汚
れ
な
い
よ
う
、
フ
イ
ル
ム
を
乗
せ

て
や
る
。
そ
ば
打
ち
の
常
識
を
ひ
っ
く

り
返
す
発
想
の
転
換
か
ら
、
お
い
し
い

そ
ば
が
、
子
ど
も
で
も
で
き
る
方
法
を

見
出
だ
し
た
の
で
あ
る
。
電
子
レ
ン
ジ

で
簡
単
に
そ
ば
が
き
も
作
れ
る
。

大
久
保
さ
ん
は
定
年
後
の
仲
間
と
、

そ
ば
打
ち
同
好
会
を
組
織
す
る
。
そ
ば

打
ち
が
深
交
の
場
と
な
っ
て
、
東
京
練

馬
で
人
生
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
”つ
な

ぎ
役
“を
も
演
じ
て
い
る
。
　
　
（
Ｋ
）

マスコミでも評判！の
簡単「そば打ち」法開発 大久保　裕弘さん

鳥人間コンテストに初挑戦！鳥人間コンテストに初挑戦！
７／16　昨年発足「鳥科」が自作機で

「Le venTUS」号のテストフライトを無事に終えた「鳥科」のメンバー

■　８・９月の図書館　開館・休館日時　案内　■
８　　月

休館日 休館日開館日 開館日

神楽坂図書館

野田図書館

久喜図書館

１日（木）～２２日（木）９:００～１９:００
２６日（月）～平常通り［９:００～２１:３０］

土曜・日曜・祝日

土曜・日曜・祝日

１日（木）～２２日（木）９:００～１７:００
２６日（月）～平常通り［９:００～１９:００］

１日（木）～２２日（木）９:００～１７:００
２６日（月）～平常通り［９:００～２０:００］

ただし２４日（土）は
開館［９:００～１７:００］

９:００～１９:００

９:００～１７:００

９:００～１７:００

土曜・日曜

１０日（水）～
１９日（金）

９　　月

月曜～金曜日

月曜～金曜日

月曜～金曜日

２００６ 大学案内　完成！

①本学ホームページ
http://www.tus.ac.jp/admis/shiryou/

②FAX 03-5228-8093（入試センター）
※住所、氏名、電話、高校名と希望するパンフレット名を 
   記入のうえお送りください。

＜お問い合わせ　入試センター 03-5228-8092＞

2006年版大学案内・第二部案内が完成しま
した。入手ご希望の方は、入試センターまた
は各キャンパス事務室に申し出ていただくか、
以下の方法でお申し込みください。

－　最先端科学技術への招待　－

8月４日（木）
【神楽坂キャンパス】

11：00～16：30
入退場自由

8月５日（金）
【野田キャンパス】

10：00～16：00
入退場自由

7月1６日（土）
【久喜キャンパス】

13：00～17：00
入退場自由

●模擬実験／模擬講義／公開演習
●入試概要説明／進路状況説明
●資料・入試問題配布

●個別進学相談
●研究室見学
●平成17年度入学試験
　問題解説

【お問い合わせ】

入試センター
〒162-8601　新宿区神楽坂１-３

TEL　03-5228-8092

URL　http://www.tus.ac.jp/

内　　容

「「
フ
ー
コ
ー
の
振
り
子

フ
ー
コ
ー
の
振
り
子
」
実
験
実
験

「
フ
ー
コ
ー
の
振
り
子
」
実
験
創
立
125
周
年
記
念

プ
レ
・
イ
ベ
ン
ト

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！�

　【
宛
先
】
〒
162-�
8601
新
宿
区
神
楽
坂1-3 

東
京
理
科
大
学 

広
報
課�

　【FAX

】03 -3260 -5823

【E-m
ail

】koho@
adm
in.tus.ac.jp

＊システム作業による臨時休止などは別途掲示
※土曜・日曜・祝日を除く
※事務室の窓口業務は昼休み12：00～13：00を除く

※8/10（水）～19（金）は一斉特別休暇期間のため全学が休み

理学事務課

工学事務課

第二部事務課

専門職大学院事務室

学生課

学務課

経理課

管財課

就職課

保健管理センター

入試センター（入試課・広報課）

総合情報システム部
平日 ８：30～19：00
（８月９日は12：00まで。22日は９：00～19：00）

神
　
楽
　
坂

野
　
田

久  

喜

事
　
務
　
室

長万部

証明書自動発行機

証明書自動発行機

証明書自動発行機

事務室（全て）

事務室

事務室

近代科学資料館ターミナル室

ワークステーション室・電算演習室

総合情報システム部

６号館１階
ワークステーション教室

９：00～16：00

９：00～16：00

13：30～18：30
10：00～18：30
（８月22日～９月22日のみ　他は平常どおり）

９：00～19：00

10：00～18：30

10：00～16：00

10：00～17：00

９：00～19：00

平日 ９：00～15：50＊
（土日祝・一斉休暇中は休止）

平日 ８：30～16：00
（８月９日は12：00まで。22日は９：00～16：00）

平日 ９：00～15：30＊
（土日祝・一斉休暇中は休止）

平日 ８：30～17：00
（８月９日は15：00まで。22日は9：30～17：00）

平日 ８：50～15：50＊
（土日祝・一斉休暇中は休止）

９：00～17：00
（土曜日は10：00～16：00）

９：00～18：00
（火・水・金曜日は15：30まで）

９：00～16：00

８：30～17：00

９：00～16：00

９：00～16：00

10：00～15：00

夏休み中の事務室の取り扱い時間
―― ８／1（月）～９／14（水）――
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東京理科大学　入試センター

２００６年度　東京理科大学募集要項

学　　　部

理学部第一部

工学部第一部

薬 学 部 ※

理 工 学 部

基 礎 工 学 部
経 営 学 部
理学部第二部
工学部第二部

学　　　　科 試　験　日 合格発表日

２００６年度　山口東京理科大学募集要項

２００６年度　諏訪東京理科大学募集要項

基礎工学部（電子・情報工学科／物質・環境工学科）

システム工学部（電子システム工学科／機械システムデザイン工学科）　経営情報学部（経営情報学科）

■B方式入学試験

■A方式入学試験

■公募制推薦

■B方式入学試験

■A方式入学試験

夜間
学部

昼

間

学

部

■B方式入学試験日程（本学独自の入学試験制度）
　●出願期間…平成１８年１月４日（水）～１月２７日（金）（第二部は２月２２日（水）まで）

方式
公募制推薦Ⅰ期
（学校長、自己推薦）
公募制推薦Ⅱ期
（学校長、自己推薦）
公募制推薦Ⅲ期
（自己推薦）

� 03（5228）8092　FAX 03（5228）8093　ホームページ　http://www.tus.ac.jp/〒１６２－８６０１　東京都新宿区神楽坂１－３

数 学 ・ 物 理 ・ 化 学
数 理 情 報・応 物・応 化
建 築 ・ 電 気 工
工 化・経 営 工・機 械 工
薬 学・創 薬 生 命 科 学
情報・工化・機械工・土木
物理・応用生物・経営工
数学・建築・電気電子情報
電子応用・材料・生物工
経 営 学
数 学 ・ 物 理 ・ 化 学
建 築・電 気 工・経 営 工

２月１２日（日）
２月１３日（月）
２月８日（水）
２月９日（木）
２月７日（火）
２月４日（土）
２月５日（日）
２月６日（月）
２月１０日（金）
２月３日（金）
２月２７日（月）
２月２８日（火）

２月２１日（火）

２月２０日（月）

２月１６日（木）

２月１７日（金）

２月２１日（火）
２月１４日（火）

３月８日（水）

（学力試験）
方式
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期

出願期間（消印有効）
１月４日（水）～２月１４日（火）
１月４日（水）～３月６日（月）
１月４日（水）～３月２４日（金）必着

試 験 日

１１月１２日（土）

２月１８日（土）

３月２９日（水）

合格発表日
２月２２日（水）
３月１５日（水）
３月３１日（金）

（大学入試セン
　ター試験利用）

方式
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期

出願期間（消印有効）
１月４日（水）～１月２５日（水）
１月４日（水）～３月６日（月）
１月４日（水）～３月２４日（金）必着

試 験 日
－
－
－

試 験 日
２月１９日（日）
３月１０日（金）
３月２９日（水）

合格発表日
２月１４日（火）
３月１５日（水）
３月３１日（金）

（学校長、
　自己推薦）

出願期間（消印有効）

１０月２５日（火）～１１月７日（月）

平成１８年
１月１０日（火）～２月１４日（火）
平成１８年
３月６日（月）～３月２７日（月）必着

合格発表日

１１月１６日（水）

２月２２日（水）

３月３１日（金）

（学力試験） 前期
後期

出願期間（消印有効）
１月５日（木）～１月２７日（金）
２月１０日（金）～３月７日（火）

試 験 日
２月２日（木）
３月１５日（水）

試 験 日
－
－

合格発表日
２月８日（水）
３月１８日（土）

（大学入試センター
　試験利用）

前期
後期

出願期間（消印有効）
１月５日（木）～２月２日（木）
２月１０日（金）～３月２２日（水）必着

合格発表日
２月１３日（月）
３月２７日（月）

学　部
昼間学部
夜間学部

出　願　期　間
平成１８年１月４日（水）～１月２０日（金）
平成１８年１月４日（水）～２月２２日（水）

合格発表日
２月１４日（火）
３月８日（水）

■公募制推薦入学（理学部第二部・工学部第二部で実施）
●出願期間…平成１７年１１月２日（水）～１１月１１日（金）
●出願要件…出身学校長または勤務先上司の推薦がある者
●選　考　日…１１月２７日（日） ●合格発表日…１２月８日（木）
■達人チャレンジ選抜（理工学部・基礎工学部の一部の学科で実施）
●出願期間…平成１７年９月１日（木）～９月１６日（金）
●出願要件…特定の分野に強い学習志向と興味を有し、チャレンジ精神をもって各学科

の要求する資料を提出できる者
●選　考　日…（面接審査）１０月２２日（土） ●合格発表日…１０月２７日（木）
■社会人特別選抜（理学部第二部・工学部第二部で実施）
●出願期間…平成１８年１月４日（水）～１月３１日（火）
●出願要件…大学入学資格を有する社会人（浪人生を含む）
●選　考　日…２月１１日（土） ●合格発表日…２月２３日（木）

■専門高校・総合学科公募制推薦
　●出願期間…１０年２５日（火）～１１月７日（月） ●試験日…１１月１２日（土）
　●合格発表日…１１月１６日（水）
■ＡＯ入試（詳細は山口東京理科大学学務課へお問い合わせください）

　山口東京理科大学　学務課　�０８３６（８８）３５００

■公募制推薦
　●出願期間…１２月１日（木）～１２月１２日（月）必着 ●試験日…１２月１７日（土）
　●合格発表日…１２月２１日（水）
■ＡＯ入試（詳細は諏訪東京理科大学学務課へお問い合わせください）

　諏訪東京理科大学　学務課　�０２６６（７３）１２０１

※薬学部は薬学科（６年制）と創薬生命科学科（４年制）に改組するため、認可申請予定。

■A方式入学試験（大学入試センター試験を利用した入学試験制度）

試 験 日
－
－

－２１世紀の科学は良心へ向かう－
創立125周年記念事業のコンセプト

学生が祝う創立125周年
イベントスタッフ募集中

―各キャンパスで―

問い合わせ先：周年記念事業事務室
E-mail:kinen125@admin.tus.ac.jp


